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が行く！
S AT T U N ’ s  C a m p u s  S k e t c h e s

　国内有数の畜産県に位置する鹿児
島大学の獣医学教育は75年余の歴史
があります。2012年4月には山口大
学をパートナーとした全国初の共同
獣医学部を設置。世界水準の獣医学
教育の実践を目指し、深い知識と高
度な技術を備えた専門性の高い獣医
師の育成に力を注いでいます。
　共同獣医学部附属動物病院は、
犬、猫など伴侶動物の診療科だけで
はなく、全国でも類を見ない牛、
馬、豚など産業動物の診療科も備え
ています。2015年4月からは夜間診
療（急患対応）もスタート。更なる
地域貢献と、多様なケースに対応で
きる人材の輩出を目指し、日夜歩み
続けています。

鹿児島大学共同獣医学部

附属動物病院

Vol.01

　南星丸（175トン、教員学生定員16名）。中長期航海用のかごしま丸
（1,284トン、教員学生定員44名）とともに、若き水産人をはぐくむ短期航海
用の練習船です。
　司厨部が作る料理にも定評があり、軟骨カレー、手作りハンバーグ、豚骨な
ど、航海中も街の食堂顔負けの献立が提供されます。
　南星丸に乗船できるのは原則として水産学部学生及び院生ですが、余席があ
る場合には希望者の乗船も受け付けています。

今号の表紙 「ドック入渠中の南星丸」
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研究室からSCHOLAR INTERVIEW

一冊の古文書から歴史を覗く
法文学部 丹羽 謙治 教授

希少動植物の保全は未来への責務
大学院理工学研究科 冨山 清升 准教授
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特 集

　
東
日
本
大
震
災
や
御
嶽
山
の
噴
火
に
よ
る
甚
大
な

被
害
は
、
自
然
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
の
戒
め
を
改

め
て
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
る
出
来
事
で
し
た
。

　
鹿
児
島
県
に
お
い
て
は
桜
島
、
新
燃

岳
、
口
永
良
部
島
な
ど
の
火
山
が
活
発

な
噴
火
活
動
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
南
九
州
は
古
く
か
ら
台
風
の
常

襲
地
で
あ
り
、
梅
雨
か
ら
秋
に
か
け
て

は
た
び
た
び
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
す
。

地
震
も
と
き
ど
き
発
生
し
ま
す
。
自
然

と
と
も
に
生
き
る
人
間
に
と
っ
て
自
然

災
害
は
避
け
ら
れ
な
い
宿
命
で
あ
り
、

都
市
化
の
進
展
し
た
近
年
、
よ
り
大
規
模
に
な
り
複

合
化
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
原
子
力
発
電
所
を
抱

え
る
本
県
に
お
い
て
は
、
放
射
線
災
害
に
対
す
る
防

災
体
制
の
整
備
は
切
実
な
課
題
で
あ
り
、
地
域
が
連

携
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
鹿
児
島
に
位
置
す
る
大
学
と
し
て
地
域
防
災

体
制
強
化
の
一
端
を
担
う
べ
く
、
２
０
１
１
年
６
月
、

鹿
児
島
大
学
地
域
防
災
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
南
九
州
か
ら
南

西
諸
島
地
域
に
お
け
る
災
害
の
防
止
と
軽
減
を
図
る

た
め
、
災
害
の
実
態
解
明
、
予
測
、
防
災
教
育
、
災

害
応
急
対
応
、
災
害
復
旧
復
興
等
の
諸
課
題
に
地
域

と
連
携
し
て
取
り
組
み
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に
努

め
て
い
ま
す
。
本
号
で
は
、
現
在
、
同
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
進
め
ら
れ
て
い
る
活
動
等
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

鹿
児
島
大
学
地
域
防
災
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

こ
れ
ま
で
の
活
動
の
歩
み

○
学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
と
し
て
設
置
（
２
０
１
１
年
６
月
）

○
平
成
23
年
度
防
災
・
日
本
再
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
奄
美
豪
雨

災
害
か
ら
学
ぶ 

│ 

２
０
１
０
年
奄
美
豪
雨
災
害
の
総
合
的
調

査
研
究 

│
」
を
奄
美
市
で
開
催
（
２
０
１
１
年
10
月
）

○
地
域
防
災
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
一
周
年
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
地

域
防
災
力
の
向
上
を
考
え
る
」
を
鹿
児
島
市
で
開
催
（
２
０

１
２
年
10
月
）

○
津
波
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
│ 

東
日
本
大
震
災
後
の
津
波
減

災
・
防
災
を
考
え
る 

│
」
を
鹿
児
島
市
で
開
催
（
２
０
１
３

年
１
月
）

○
桜
島
大
噴
火
湾
岸
事
業
所
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
（
２
０
１
３

年
１
月
）

○「
南
九
州
か
ら
南
西
諸
島
に
お
け
る
総
合
的
防
災
研
究
の
推
進

と
地
域
防
災
体
制
の
構
築
」平
成
24
年
度
報
告
書
を
発
行（
２

０
１
３
年
３
月
）

○
共
通
教
育
科
目
「
い
の
ち
と
地
域
を
守
る
防
災
学
」
を
開
講

（
２
０
１
３
年
４
月
）

○
第
１
回
防
災
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
（
２
０
１
３
年
５
月
）

　以
来
第
８
回
防
災
セ
ミ
ナ
ー
（
２
０
１
５
年
４
月
）
ま
で
８
回

を
数
え
る

○「
地
震
・
津
波
室
内
実
験
シ
ス
テ
ム
」
公
開
デ
モ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
を
開
催
（
２
０
１
３
年
６
月
）

○「
南
九
州
地
方
に
お
け
る
地
域
防
災
支
援
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築

（
文
部
科
学
省
地
域
防
災
対
策
支
援
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
を

実
施
（
２
０
１
３
年
８
月
、
２
０
１
５
年
度
ま
で
の
３
か
年
）」

○
平
成
25
年
度
防
災
・
日
本
再
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
鹿
児
島
大
学

出
前
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
地
震
・
津
波
に
対
す
る
学
校
と
地
域
の

防
災
を
考
え
る
」
を
志
布
志
市
で
開
催
（
２
０
１
３
年
11
月
）

○「
南
九
州
か
ら
南
西
諸
島
に
お
け
る
総
合
的
防
災
研
究
の
推
進

と
地
域
防
災
体
制
の
構
築
」平
成
25
年
度
報
告
書
を
発
行（
２

０
１
４
年
３
月
）

○
平
成
26
年
度
防
災
・
日
本
再
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
桜
島
火
山

と
地
域
防
災 

│ 

大
正
噴
火
の
経
験
を
生
か
す 

│
」
を
鹿
児

島
市
で
開
催
（
２
０
１
４
年
10
月
）

○
地
域
防
災
体
制
に
関
す
る
市
町
村
自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

実
施
（
２
０
１
５
年
１
月
）

○
鹿
児
島
大
学
・
奄
美
市
教
育
委
員
会
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
奄

美
で
の
津
波
避
難
を
考
え
る 

│ 

最
先
端
の
防
災
科
学
と
学
校

で
の
防
災
教
育 

│
」
を
奄
美
市
で
開
催
（
２
０
１
５
年
２
月
）

○「
南
九
州
か
ら
南
西
諸
島
に
お
け
る
総
合
的
防
災
研
究
の
推
進

と
地
域
防
災
体
制
の
構
築
」平
成
26
年
度
報
告
書
を
発
行（
２

０
１
５
年
３
月
）
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年
度
防
災
・
日
本
再
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
鹿
児
島
大
学

出
前
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
地
震
・
津
波
に
対
す
る
学
校
と
地
域
の

防
災
を
考
え
る
」
を
志
布
志
市
で
開
催
（
２
０
１
３
年
11
月
）

○「
南
九
州
か
ら
南
西
諸
島
に
お
け
る
総
合
的
防
災
研
究
の
推
進

と
地
域
防
災
体
制
の
構
築
」平
成
25
年
度
報
告
書
を
発
行（
２

０
１
４
年
３
月
）

○
平
成
26
年
度
防
災
・
日
本
再
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
桜
島
火
山

と
地
域
防
災 

│ 

大
正
噴
火
の
経
験
を
生
か
す 

│
」
を
鹿
児

島
市
で
開
催
（
２
０
１
４
年
10
月
）

○
地
域
防
災
体
制
に
関
す
る
市
町
村
自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

実
施
（
２
０
１
５
年
１
月
）

○
鹿
児
島
大
学
・
奄
美
市
教
育
委
員
会
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
奄

美
で
の
津
波
避
難
を
考
え
る 

│ 

最
先
端
の
防
災
科
学
と
学
校

で
の
防
災
教
育 

│
」
を
奄
美
市
で
開
催
（
２
０
１
５
年
２
月
）

○「
南
九
州
か
ら
南
西
諸
島
に
お
け
る
総
合
的
防
災
研
究
の
推
進

と
地
域
防
災
体
制
の
構
築
」平
成
26
年
度
報
告
書
を
発
行（
２

０
１
５
年
３
月
）
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特 集

　
東
日
本
大
震
災
や
御
嶽
山
の
噴
火
に
よ
る
甚
大
な

被
害
は
、
自
然
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
の
戒
め
を
改

め
て
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
る
出
来
事
で
し
た
。

　
鹿
児
島
県
に
お
い
て
は
桜
島
、
新
燃

岳
、
口
永
良
部
島
な
ど
の
火
山
が
活
発

な
噴
火
活
動
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
南
九
州
は
古
く
か
ら
台
風
の
常

襲
地
で
あ
り
、
梅
雨
か
ら
秋
に
か
け
て

は
た
び
た
び
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
す
。

地
震
も
と
き
ど
き
発
生
し
ま
す
。
自
然

と
と
も
に
生
き
る
人
間
に
と
っ
て
自
然

災
害
は
避
け
ら
れ
な
い
宿
命
で
あ
り
、

都
市
化
の
進
展
し
た
近
年
、
よ
り
大
規
模
に
な
り
複

合
化
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
原
子
力
発
電
所
を
抱

え
る
本
県
に
お
い
て
は
、
放
射
線
災
害
に
対
す
る
防

災
体
制
の
整
備
は
切
実
な
課
題
で
あ
り
、
地
域
が
連

携
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
鹿
児
島
に
位
置
す
る
大
学
と
し
て
地
域
防
災

体
制
強
化
の
一
端
を
担
う
べ
く
、
２
０
１
１
年
６
月
、

鹿
児
島
大
学
地
域
防
災
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
南
九
州
か
ら
南

西
諸
島
地
域
に
お
け
る
災
害
の
防
止
と
軽
減
を
図
る

た
め
、
災
害
の
実
態
解
明
、
予
測
、
防
災
教
育
、
災

害
応
急
対
応
、
災
害
復
旧
復
興
等
の
諸
課
題
に
地
域

と
連
携
し
て
取
り
組
み
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に
努

め
て
い
ま
す
。
本
号
で
は
、
現
在
、
同
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
進
め
ら
れ
て
い
る
活
動
等
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

鹿
児
島
大
学
地
域
防
災
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

こ
れ
ま
で
の
活
動
の
歩
み

○
学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
と
し
て
設
置
（
２
０
１
１
年
６
月
）

○
平
成
23
年
度
防
災
・
日
本
再
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
奄
美
豪
雨

災
害
か
ら
学
ぶ 

│ 

２
０
１
０
年
奄
美
豪
雨
災
害
の
総
合
的
調

査
研
究 

│
」
を
奄
美
市
で
開
催
（
２
０
１
１
年
10
月
）

○
地
域
防
災
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
一
周
年
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
地

域
防
災
力
の
向
上
を
考
え
る
」
を
鹿
児
島
市
で
開
催
（
２
０

１
２
年
10
月
）

○
津
波
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
│ 

東
日
本
大
震
災
後
の
津
波
減

災
・
防
災
を
考
え
る 

│
」
を
鹿
児
島
市
で
開
催
（
２
０
１
３

年
１
月
）

○
桜
島
大
噴
火
湾
岸
事
業
所
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
（
２
０
１
３

年
１
月
）

○「
南
九
州
か
ら
南
西
諸
島
に
お
け
る
総
合
的
防
災
研
究
の
推
進

と
地
域
防
災
体
制
の
構
築
」平
成
24
年
度
報
告
書
を
発
行（
２

０
１
３
年
３
月
）

○
共
通
教
育
科
目
「
い
の
ち
と
地
域
を
守
る
防
災
学
」
を
開
講

（
２
０
１
３
年
４
月
）

○
第
１
回
防
災
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
（
２
０
１
３
年
５
月
）

　以
来
第
８
回
防
災
セ
ミ
ナ
ー
（
２
０
１
５
年
４
月
）
ま
で
８
回

を
数
え
る

○「
地
震
・
津
波
室
内
実
験
シ
ス
テ
ム
」
公
開
デ
モ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
を
開
催
（
２
０
１
３
年
６
月
）

○「
南
九
州
地
方
に
お
け
る
地
域
防
災
支
援
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築

（
文
部
科
学
省
地
域
防
災
対
策
支
援
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
を

実
施
（
２
０
１
３
年
８
月
、
２
０
１
５
年
度
ま
で
の
３
か
年
）」

○
平
成
25
年
度
防
災
・
日
本
再
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
鹿
児
島
大
学

出
前
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
地
震
・
津
波
に
対
す
る
学
校
と
地
域
の

防
災
を
考
え
る
」
を
志
布
志
市
で
開
催
（
２
０
１
３
年
11
月
）

○「
南
九
州
か
ら
南
西
諸
島
に
お
け
る
総
合
的
防
災
研
究
の
推
進

と
地
域
防
災
体
制
の
構
築
」平
成
25
年
度
報
告
書
を
発
行（
２

０
１
４
年
３
月
）

○
平
成
26
年
度
防
災
・
日
本
再
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
桜
島
火
山

と
地
域
防
災 

│ 

大
正
噴
火
の
経
験
を
生
か
す 

│
」
を
鹿
児

島
市
で
開
催
（
２
０
１
４
年
10
月
）

○
地
域
防
災
体
制
に
関
す
る
市
町
村
自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

実
施
（
２
０
１
５
年
１
月
）

○
鹿
児
島
大
学
・
奄
美
市
教
育
委
員
会
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
奄

美
で
の
津
波
避
難
を
考
え
る 

│ 

最
先
端
の
防
災
科
学
と
学
校

で
の
防
災
教
育 

│
」
を
奄
美
市
で
開
催
（
２
０
１
５
年
２
月
）

○「
南
九
州
か
ら
南
西
諸
島
に
お
け
る
総
合
的
防
災
研
究
の
推
進

と
地
域
防
災
体
制
の
構
築
」平
成
26
年
度
報
告
書
を
発
行（
２

０
１
５
年
３
月
）
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本
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
連
携
部
門
、
調
査

研
究
部
門
お
よ
び
教
育
部
門
の
３
部
門
で

組
織
さ
れ
、
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
３

名
の
特
任
教
授
を
は
じ
め
、
約
60
名
の
兼

務
教
員
が
、
活
動
に
参
画
し
て
い
ま
す
。
調

査
研
究
部
門
は
、
総
合
防
災
、
水
害
・
土

砂
災
害
、
火
山
災
害
、
地
震
・
津
波
災
害
、

放
射
線
災
害
の
５
つ
の
分
野
で
構
成
さ
れ
、

メ
ン
バ
ー
全
員
が
専
門
に
応
じ
て
１
つ
ま
た

は
複
数
の
災
害
分
野
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

各
メ
ン
バ
ー
は
、
同
時
に
地
域
連
携
部
門
と

教
育
部
門
に
自
発
的
に
参
画
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
担
っ
て
い
ま
す
。
３
つ
の
部
門

の
活
動
の
概
略
は
下
段
に
ま
と
め
た
と
お
り

で
す
。
以
下
に
最
近
の
特
筆
す
べ
き
活
動
を

簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
地
域
連
携
部
門

で
は
、
本
学
に
お
け
る
自
然
災
害
の
研
究

成
果
や
災
害
資
料
を
体
系
的
に
整
理
し
た

「
地
域
防
災
支
援
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
構
築

を
行
っ
て
い
ま
す
。
調
査
研
究
部
門
で
は
、

学
外
の
防
災
機
関
職
員
や
本
学
学
生
も
参

加
で
き
る
防
災
セ
ミ
ナ
ー
を
定
期
的
に
実
施

し
、
地
域
の
防
災
研
究
情
報
の
共
有
を
図
っ

て
い
ま
す
。
教
育
分
野
で
は
、
共
通
教
育
課

程
で
防
災
関
係
科
目
を
新
設
・
開
講
し
、

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
整
備
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
成
果
と
し
て

今
春
に
20
名
の
学
生
「
防
災
士
」
が
誕
生

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
本
セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
防
災
教
育
・
研
究

の
拠
点
と
し
て
多
角
的
で
多
様
な
活
動
を

日
々
推
進
し
て
い
ま
す
。

■
調
査
研
究
部
門

　調
査
研
究
部
門
は
、
総
合
防
災
、
水
害
・
土

砂
災
害
、
火
山
災
害
、
地
震
・
津
波
災
害
、
放

射
線
災
害
の
５
分
野
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
南
九

州
か
ら
南
西
諸
島
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に

関
連
す
る
調
査
研
究
を
推
進
。
成
果
は
教
育
部

門
や
地
域
連
携
部
門
と
連
携
し
て
防
災
教
育
や

地
域
防
災
力
の
向
上
に
活
用
し
ま
す
。

■
地
域
連
携
部
門

　実
態
調
査
を
踏
ま
え
た
地
域
防
災
の
課
題
解

決
や
、
事
業
所
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
作
成
支

援
、
桜
島
を
は
じ
め
と
し
た
火
山
の
大
噴
火
に
よ

る
被
害
想
定
に
関
す
る
調
査
研
究
等
の
事
業
に

地
域
と
連
携
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
教
育

部
門
と
の
共
同
で
災
害
の
防
災
・
減
災
に
関
す

る
市
民
講
座
等
の
企
画
運
営
を
行
い
ま
す
。

■
教
育
部
門

　防
災
教
育
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
の
特
性
に

つ
い
て
理
解
し
、
変
化
す
る
状
況
に
適
切
に
対
応

で
き
る
力
を
養
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
教
育
部
門

で
は
、
地
域
連
携
部
門
と
共
同
で
、
教
育
機
関

や
防
災
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し
て
多
様
な
活

動
を
行
い
、
本
学
お
よ
び
地
域
の
防
災
力
の
向
上

に
寄
与
で
き
る
人
材
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
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━
災
害
の
種
類
に
よっ
て

各
専
門
家
が
対
応
し
て
い
ま
す

　
本
セ
ン
タ
ー
で
は
南
九
州
か
ら
南
西
諸
島

ま
で
の
エ
リ
ア
で
風
水
害
・
土
砂
災
害
、
火

山
災
害
、
地
震
・
津
波
災
害
、
放
射
線
災

害
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
調
査
研
究
だ
け
で
は
な
く
、
自

治
体
の
防
災
関
係
の
方
々
と
、
成
果
を
今

後
の
地
域
防
災
に
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い

く
か
と
い
う
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

━
気
象
レ
ー
ダ
の
技
術
を

噴
煙
予
測
に
活
用

　
私
自
身
の
研
究
対
象
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
火

山
噴
火
で
す
。
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
関
し
て
は
、

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
（
電
子
看
板
）
や
携

帯
端
末
を
使
っ
た
10
分
後
の
降
雨
予
報
の
学

内
実
験
を
民
間
の
気
象
会
社
と
共
同
で
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、文
部
科
学
省
か
ら
の
委
託
研
究
で
、

過
去
の
災
害
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
鹿
児
島
大
学
の
各
研
究
室
に

保
管
さ
れ
て
い
る
災
害
調
査
資
料
を
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
し
、
各
地
域
の
防
災
・
減
災
対
策

に
役
立
て
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

　
現
在
、
私
が
最
も
力
を
入
れ
て
取
り
組

ん
で
い
る
研
究
は
、
気
象
レ
ー
ダ
を
用
い
た

火
山
噴
火
の
検
出
と
火
山
灰
雲
の
監
視
と

予
測
で
す
。
私
は
、
長
年
、
つ
く
ば
に
あ
る

独
立
行
政
法
人
防
災
科
学
技
術
研
究
所
に

勤
務
し
、
気
象
レ
ー
ダ
を
使
っ
て
豪
雨
や
台

風
な
ど
の
監
視
や
予
測
技
術
の
開
発
研
究

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
生
か
し
、

２
年
前
に
鹿
児
島
大
学
に
赴
任
し
て
か
ら

は
、
気
象
レ
ー
ダ
を
利
用
し
た
火
山
灰
雲
の

研
究
を
始
め
ま
し
た
。

　
も
と
も
と
の
き
っ
か
け
は
２
０
０
０
年
の

三
宅
島
の
噴
火
と
、
そ
の
前
の
雲
仙
普
賢

岳
の
噴
火
で
す
。
当
時
、
気
象
レ
ー
ダ
で
火

山
灰
観
測
は
不
可
能
だ
と
思
わ
れ
た
の
で
す

が
、
試
み
た
結
果
、
気
象
レ
ー
ダ
は
噴
煙
柱

（
火
山
灰
雲
）
の
監
視
、
火
山
灰
の
量
や
移

動
方
向
、
噴
煙
の
高
さ
な
ど
量
的
な
情
報

を
取
得
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

━
桜
島
か
ら
ひ
ら
け
る

噴
煙
予
測
の
未
来

　
気
象
レ
ー
ダ
か
ら
見
る
と
、
噴
煙
柱
と
ゲ

リ
ラ
豪
雨
を
も
た
ら
す
積
乱
雲
は
よ
く
似
て

い
ま
す
。
い
ず
れ
も
５
分
く
ら
い
で
圏
界
面

（
地
上
10
㎞
く
ら
い
の
高
度
）で
発
達
し
ま
す
。

積
乱
雲
は
次
々
に
新
し
い
場
所
で
発
生
し
ま

す
が
、
火
山
噴
火
は
場
所
を
特
定
し
や
す
い

の
で
、
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
は
気
象
現
象
よ
り
は

単
純
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
積
乱
雲
を
観
測
す

る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
様
々
な
技
術
や
手
法

は
火
山
灰
雲
の
観
測
に
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
毎
日
の
よ
う
に
噴
火
を
繰
り
返
す

桜
島
は
世
界
的
に
も
珍
し
い
火
山
で
す
。
多

く
の
研
究
者
や
研
究
機
関
が
気
象
レ
ー
ダ
を

始
め
、
地
上
観
測
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
研
究
成
果
は
桜
島
の
み
な
ら
ず
、

今
後
、
噴
火
の
心
配
が
あ
る
富
士
山
や
浅
間

山
な
ど
で
も
役
立
て
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
火
山
灰
の
情
報
を
防
災
減
災
に

活
用
す
る
研
究
が
大
事
で
す
。
大
正
噴
火
の

よ
う
な
大
規
模
噴
火
に
備
え
て
社
会
イ
ン
フ
ラ

設
備
や
人
体へ
の
影
響
、
農
水
産
業
、
観
光へ

の
影
響
な
ど
、
様
々
な
分
野
に
わ
た
っ
て
火
山

灰
の
影
響
を
調
べ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

組織と
運営

そしきとうんえい

デジタルサイネージを
活用した社会実験
デジタルサイネージ（電子看板）や携帯端
末を使い、ゲリラ豪雨予測の学内実験をし
ている。10分後の雨の情報がどれくらい
有効か、鹿児島大学の学生・教職員が参
加しての実証実験である。今後は降灰情報
の表示にも利用できないかを考えている。

地域防災に対する鹿児島大学の取り組み ～鹿児島大学地域防災教育研究センターの活動～

Investigation-01

地域防災力の向上
鹿児島大学 地域防災教育研究センターの教育研究・運営体制

地域防災教育研究センター

【平常時】
○防災教育
○地域防災計画見直し支援等

【災害発生直後】
○災害応急対応支援（アドバイザー）
○心のケア支援等

【災害復旧時】
○ライフライン・交通路網復旧支援
○農水産業復旧復興支援
○自然環境および文化財修復支援
○防災対策・地域復興支援等

地域連携部門
（地域連携の窓口）

○共通教育
○専門教育
○市民講座

教育部門
（防災教育を通じた人材育成）

調査研究部門
（防災研究の推進）

○警戒避難
○災害心理・心のケア
○災害復旧

総合防災

○災害実態解明
○被害予測
○被害予測データベースの構築・
　運用等

放射線災害
地震・津波災害
火山災害

水害・土砂災害

国・県
協定等による連携

市町村 他大学研究機関

連携

○法文学部、臨床心理学研究科　○教育学部　○医学部、医歯学総合研究科　○農学部
○共同獣医学部　○水産学部　○理工学研究科　○学内共同教育研究施設

全学部・研究科等
連　携

2013年8月13日桜島噴火3次元表示
（協力：日立パワーソリューションズ）

桜島

鹿児島市

桜島

錦江湾
錦江湾

鹿児島市

浅野 敏之
あ さ の

Toshiyuki Asano

と し ゆ き

噴煙
予測

ふんえんよそく

Investigation-02

眞木 雅之
ま 　 き

Masayuki Maki

ま さ ゆ き

噴煙
予測

ふんえんよそく

Investigation-02

眞木 雅之
ま 　 き

Masayuki Maki

ま さ ゆ き

組織と
運営

そしきとうんえい

Investigation-01

浅野 敏之
あ さ の

Toshiyuki Asano

と し ゆ き

調査・研究を
社会に生かす

地域の防災教育・
研究の拠点として
推進する
多角的取り組み

地域防災教育研究センター センター長
（理工学域工学系教授）
○海岸工学、環境水理学

地域防災教育研究センター
特任教授 水害・土砂災害分野 
○気象学、自然災害

　
本
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
連
携
部
門
、
調
査

研
究
部
門
お
よ
び
教
育
部
門
の
３
部
門
で

組
織
さ
れ
、
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
３

名
の
特
任
教
授
を
は
じ
め
、
約
60
名
の
兼

務
教
員
が
、
活
動
に
参
画
し
て
い
ま
す
。
調

査
研
究
部
門
は
、
総
合
防
災
、
水
害
・
土

砂
災
害
、
火
山
災
害
、
地
震
・
津
波
災
害
、

放
射
線
災
害
の
５
つ
の
分
野
で
構
成
さ
れ
、

メ
ン
バ
ー
全
員
が
専
門
に
応
じ
て
１
つ
ま
た

は
複
数
の
災
害
分
野
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

各
メ
ン
バ
ー
は
、
同
時
に
地
域
連
携
部
門
と

教
育
部
門
に
自
発
的
に
参
画
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
担
っ
て
い
ま
す
。
３
つ
の
部
門

の
活
動
の
概
略
は
下
段
に
ま
と
め
た
と
お
り

で
す
。
以
下
に
最
近
の
特
筆
す
べ
き
活
動
を

簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
地
域
連
携
部
門

で
は
、
本
学
に
お
け
る
自
然
災
害
の
研
究

成
果
や
災
害
資
料
を
体
系
的
に
整
理
し
た

「
地
域
防
災
支
援
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
構
築

を
行
っ
て
い
ま
す
。
調
査
研
究
部
門
で
は
、

学
外
の
防
災
機
関
職
員
や
本
学
学
生
も
参

加
で
き
る
防
災
セ
ミ
ナ
ー
を
定
期
的
に
実
施

し
、
地
域
の
防
災
研
究
情
報
の
共
有
を
図
っ

て
い
ま
す
。
教
育
分
野
で
は
、
共
通
教
育
課

程
で
防
災
関
係
科
目
を
新
設
・
開
講
し
、

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
整
備
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
成
果
と
し
て

今
春
に
20
名
の
学
生
「
防
災
士
」
が
誕
生

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
本
セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
防
災
教
育
・
研
究

の
拠
点
と
し
て
多
角
的
で
多
様
な
活
動
を

日
々
推
進
し
て
い
ま
す
。

■
調
査
研
究
部
門

　調
査
研
究
部
門
は
、
総
合
防
災
、
水
害
・
土

砂
災
害
、
火
山
災
害
、
地
震
・
津
波
災
害
、
放

射
線
災
害
の
５
分
野
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
南
九

州
か
ら
南
西
諸
島
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に

関
連
す
る
調
査
研
究
を
推
進
。
成
果
は
教
育
部

門
や
地
域
連
携
部
門
と
連
携
し
て
防
災
教
育
や

地
域
防
災
力
の
向
上
に
活
用
し
ま
す
。

■
地
域
連
携
部
門

　実
態
調
査
を
踏
ま
え
た
地
域
防
災
の
課
題
解

決
や
、
事
業
所
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
作
成
支

援
、
桜
島
を
は
じ
め
と
し
た
火
山
の
大
噴
火
に
よ

る
被
害
想
定
に
関
す
る
調
査
研
究
等
の
事
業
に

地
域
と
連
携
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
教
育

部
門
と
の
共
同
で
災
害
の
防
災
・
減
災
に
関
す

る
市
民
講
座
等
の
企
画
運
営
を
行
い
ま
す
。

■
教
育
部
門

　防
災
教
育
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
の
特
性
に

つ
い
て
理
解
し
、
変
化
す
る
状
況
に
適
切
に
対
応

で
き
る
力
を
養
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
教
育
部
門

で
は
、
地
域
連
携
部
門
と
共
同
で
、
教
育
機
関

や
防
災
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し
て
多
様
な
活

動
を
行
い
、
本
学
お
よ
び
地
域
の
防
災
力
の
向
上

に
寄
与
で
き
る
人
材
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

2015 Summer        KADAI JOURNAL No.1992015 Summer        KADAI JOURNAL No.19905 04

━
災
害
の
種
類
に
よっ
て

各
専
門
家
が
対
応
し
て
い
ま
す

　
本
セ
ン
タ
ー
で
は
南
九
州
か
ら
南
西
諸
島

ま
で
の
エ
リ
ア
で
風
水
害
・
土
砂
災
害
、
火

山
災
害
、
地
震
・
津
波
災
害
、
放
射
線
災

害
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
調
査
研
究
だ
け
で
は
な
く
、
自

治
体
の
防
災
関
係
の
方
々
と
、
成
果
を
今

後
の
地
域
防
災
に
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い

く
か
と
い
う
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

━
気
象
レ
ー
ダ
の
技
術
を

噴
煙
予
測
に
活
用

　
私
自
身
の
研
究
対
象
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
火

山
噴
火
で
す
。
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
関
し
て
は
、

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
（
電
子
看
板
）
や
携

帯
端
末
を
使
っ
た
10
分
後
の
降
雨
予
報
の
学

内
実
験
を
民
間
の
気
象
会
社
と
共
同
で
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、文
部
科
学
省
か
ら
の
委
託
研
究
で
、

過
去
の
災
害
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
鹿
児
島
大
学
の
各
研
究
室
に

保
管
さ
れ
て
い
る
災
害
調
査
資
料
を
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
し
、
各
地
域
の
防
災
・
減
災
対
策

に
役
立
て
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

　
現
在
、
私
が
最
も
力
を
入
れ
て
取
り
組

ん
で
い
る
研
究
は
、
気
象
レ
ー
ダ
を
用
い
た

火
山
噴
火
の
検
出
と
火
山
灰
雲
の
監
視
と

予
測
で
す
。
私
は
、
長
年
、
つ
く
ば
に
あ
る

独
立
行
政
法
人
防
災
科
学
技
術
研
究
所
に

勤
務
し
、
気
象
レ
ー
ダ
を
使
っ
て
豪
雨
や
台

風
な
ど
の
監
視
や
予
測
技
術
の
開
発
研
究

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
生
か
し
、

２
年
前
に
鹿
児
島
大
学
に
赴
任
し
て
か
ら

は
、
気
象
レ
ー
ダ
を
利
用
し
た
火
山
灰
雲
の

研
究
を
始
め
ま
し
た
。

　
も
と
も
と
の
き
っ
か
け
は
２
０
０
０
年
の

三
宅
島
の
噴
火
と
、
そ
の
前
の
雲
仙
普
賢

岳
の
噴
火
で
す
。
当
時
、
気
象
レ
ー
ダ
で
火

山
灰
観
測
は
不
可
能
だ
と
思
わ
れ
た
の
で
す

が
、
試
み
た
結
果
、
気
象
レ
ー
ダ
は
噴
煙
柱

（
火
山
灰
雲
）
の
監
視
、
火
山
灰
の
量
や
移

動
方
向
、
噴
煙
の
高
さ
な
ど
量
的
な
情
報

を
取
得
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

━
桜
島
か
ら
ひ
ら
け
る

噴
煙
予
測
の
未
来

　
気
象
レ
ー
ダ
か
ら
見
る
と
、
噴
煙
柱
と
ゲ

リ
ラ
豪
雨
を
も
た
ら
す
積
乱
雲
は
よ
く
似
て

い
ま
す
。
い
ず
れ
も
５
分
く
ら
い
で
圏
界
面

（
地
上
10
㎞
く
ら
い
の
高
度
）で
発
達
し
ま
す
。

積
乱
雲
は
次
々
に
新
し
い
場
所
で
発
生
し
ま

す
が
、
火
山
噴
火
は
場
所
を
特
定
し
や
す
い

の
で
、
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
は
気
象
現
象
よ
り
は

単
純
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
積
乱
雲
を
観
測
す

る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
様
々
な
技
術
や
手
法

は
火
山
灰
雲
の
観
測
に
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
毎
日
の
よ
う
に
噴
火
を
繰
り
返
す

桜
島
は
世
界
的
に
も
珍
し
い
火
山
で
す
。
多

く
の
研
究
者
や
研
究
機
関
が
気
象
レ
ー
ダ
を

始
め
、
地
上
観
測
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
研
究
成
果
は
桜
島
の
み
な
ら
ず
、

今
後
、
噴
火
の
心
配
が
あ
る
富
士
山
や
浅
間

山
な
ど
で
も
役
立
て
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
火
山
灰
の
情
報
を
防
災
減
災
に

活
用
す
る
研
究
が
大
事
で
す
。
大
正
噴
火
の

よ
う
な
大
規
模
噴
火
に
備
え
て
社
会
イ
ン
フ
ラ

設
備
や
人
体へ
の
影
響
、
農
水
産
業
、
観
光へ

の
影
響
な
ど
、
様
々
な
分
野
に
わ
た
っ
て
火
山

灰
の
影
響
を
調
べ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

組織と
運営

そしきとうんえい

デジタルサイネージを
活用した社会実験
デジタルサイネージ（電子看板）や携帯端
末を使い、ゲリラ豪雨予測の学内実験をし
ている。10分後の雨の情報がどれくらい
有効か、鹿児島大学の学生・教職員が参
加しての実証実験である。今後は降灰情報
の表示にも利用できないかを考えている。

地域防災に対する鹿児島大学の取り組み ～鹿児島大学地域防災教育研究センターの活動～

Investigation-01

地域防災力の向上
鹿児島大学 地域防災教育研究センターの教育研究・運営体制

地域防災教育研究センター

【平常時】
○防災教育
○地域防災計画見直し支援等

【災害発生直後】
○災害応急対応支援（アドバイザー）
○心のケア支援等

【災害復旧時】
○ライフライン・交通路網復旧支援
○農水産業復旧復興支援
○自然環境および文化財修復支援
○防災対策・地域復興支援等

地域連携部門
（地域連携の窓口）

○共通教育
○専門教育
○市民講座

教育部門
（防災教育を通じた人材育成）

調査研究部門
（防災研究の推進）

○警戒避難
○災害心理・心のケア
○災害復旧

総合防災

○災害実態解明
○被害予測
○被害予測データベースの構築・
　運用等

放射線災害
地震・津波災害
火山災害

水害・土砂災害

国・県
協定等による連携

市町村 他大学研究機関

連携

○法文学部、臨床心理学研究科　○教育学部　○医学部、医歯学総合研究科　○農学部
○共同獣医学部　○水産学部　○理工学研究科　○学内共同教育研究施設

全学部・研究科等
連　携

2013年8月13日桜島噴火3次元表示
（協力：日立パワーソリューションズ）
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Investigation-01

浅野 敏之
あ さ の

Toshiyuki Asano

と し ゆ き

調査・研究を
社会に生かす

地域の防災教育・
研究の拠点として
推進する
多角的取り組み

地域防災教育研究センター センター長
（理工学域工学系教授）
○海岸工学、環境水理学

地域防災教育研究センター
特任教授 水害・土砂災害分野 
○気象学、自然災害



　
本
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
連
携
部
門
、
調
査

研
究
部
門
お
よ
び
教
育
部
門
の
３
部
門
で

組
織
さ
れ
、
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
３

名
の
特
任
教
授
を
は
じ
め
、
約
60
名
の
兼

務
教
員
が
、
活
動
に
参
画
し
て
い
ま
す
。
調

査
研
究
部
門
は
、
総
合
防
災
、
水
害
・
土

砂
災
害
、
火
山
災
害
、
地
震
・
津
波
災
害
、

放
射
線
災
害
の
５
つ
の
分
野
で
構
成
さ
れ
、

メ
ン
バ
ー
全
員
が
専
門
に
応
じ
て
１
つ
ま
た

は
複
数
の
災
害
分
野
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

各
メ
ン
バ
ー
は
、
同
時
に
地
域
連
携
部
門
と

教
育
部
門
に
自
発
的
に
参
画
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
担
っ
て
い
ま
す
。
３
つ
の
部
門

の
活
動
の
概
略
は
下
段
に
ま
と
め
た
と
お
り

で
す
。
以
下
に
最
近
の
特
筆
す
べ
き
活
動
を

簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
地
域
連
携
部
門

で
は
、
本
学
に
お
け
る
自
然
災
害
の
研
究

成
果
や
災
害
資
料
を
体
系
的
に
整
理
し
た

「
地
域
防
災
支
援
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
構
築

を
行
っ
て
い
ま
す
。
調
査
研
究
部
門
で
は
、

学
外
の
防
災
機
関
職
員
や
本
学
学
生
も
参

加
で
き
る
防
災
セ
ミ
ナ
ー
を
定
期
的
に
実
施

し
、
地
域
の
防
災
研
究
情
報
の
共
有
を
図
っ

て
い
ま
す
。
教
育
分
野
で
は
、
共
通
教
育
課

程
で
防
災
関
係
科
目
を
新
設
・
開
講
し
、

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
整
備
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
成
果
と
し
て

今
春
に
20
名
の
学
生
「
防
災
士
」
が
誕
生

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
本
セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
防
災
教
育
・
研
究

の
拠
点
と
し
て
多
角
的
で
多
様
な
活
動
を

日
々
推
進
し
て
い
ま
す
。

■
調
査
研
究
部
門

　調
査
研
究
部
門
は
、
総
合
防
災
、
水
害
・
土

砂
災
害
、
火
山
災
害
、
地
震
・
津
波
災
害
、
放

射
線
災
害
の
５
分
野
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
南
九

州
か
ら
南
西
諸
島
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に

関
連
す
る
調
査
研
究
を
推
進
。
成
果
は
教
育
部

門
や
地
域
連
携
部
門
と
連
携
し
て
防
災
教
育
や

地
域
防
災
力
の
向
上
に
活
用
し
ま
す
。

■
地
域
連
携
部
門

　実
態
調
査
を
踏
ま
え
た
地
域
防
災
の
課
題
解

決
や
、
事
業
所
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
作
成
支

援
、
桜
島
を
は
じ
め
と
し
た
火
山
の
大
噴
火
に
よ

る
被
害
想
定
に
関
す
る
調
査
研
究
等
の
事
業
に

地
域
と
連
携
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
教
育

部
門
と
の
共
同
で
災
害
の
防
災
・
減
災
に
関
す

る
市
民
講
座
等
の
企
画
運
営
を
行
い
ま
す
。

■
教
育
部
門

　防
災
教
育
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
の
特
性
に

つ
い
て
理
解
し
、
変
化
す
る
状
況
に
適
切
に
対
応

で
き
る
力
を
養
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
教
育
部
門

で
は
、
地
域
連
携
部
門
と
共
同
で
、
教
育
機
関

や
防
災
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し
て
多
様
な
活

動
を
行
い
、
本
学
お
よ
び
地
域
の
防
災
力
の
向
上

に
寄
与
で
き
る
人
材
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
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━
災
害
の
種
類
に
よっ
て

各
専
門
家
が
対
応
し
て
い
ま
す

　
本
セ
ン
タ
ー
で
は
南
九
州
か
ら
南
西
諸
島

ま
で
の
エ
リ
ア
で
風
水
害
・
土
砂
災
害
、
火

山
災
害
、
地
震
・
津
波
災
害
、
放
射
線
災

害
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
調
査
研
究
だ
け
で
は
な
く
、
自

治
体
の
防
災
関
係
の
方
々
と
、
成
果
を
今

後
の
地
域
防
災
に
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い

く
か
と
い
う
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

━
気
象
レ
ー
ダ
の
技
術
を

噴
煙
予
測
に
活
用

　
私
自
身
の
研
究
対
象
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
火

山
噴
火
で
す
。
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
関
し
て
は
、

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
（
電
子
看
板
）
や
携

帯
端
末
を
使
っ
た
10
分
後
の
降
雨
予
報
の
学

内
実
験
を
民
間
の
気
象
会
社
と
共
同
で
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、文
部
科
学
省
か
ら
の
委
託
研
究
で
、

過
去
の
災
害
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
鹿
児
島
大
学
の
各
研
究
室
に

保
管
さ
れ
て
い
る
災
害
調
査
資
料
を
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
し
、
各
地
域
の
防
災
・
減
災
対
策

に
役
立
て
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

　
現
在
、
私
が
最
も
力
を
入
れ
て
取
り
組

ん
で
い
る
研
究
は
、
気
象
レ
ー
ダ
を
用
い
た

火
山
噴
火
の
検
出
と
火
山
灰
雲
の
監
視
と

予
測
で
す
。
私
は
、
長
年
、
つ
く
ば
に
あ
る

独
立
行
政
法
人
防
災
科
学
技
術
研
究
所
に

勤
務
し
、
気
象
レ
ー
ダ
を
使
っ
て
豪
雨
や
台

風
な
ど
の
監
視
や
予
測
技
術
の
開
発
研
究

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
生
か
し
、

２
年
前
に
鹿
児
島
大
学
に
赴
任
し
て
か
ら

は
、
気
象
レ
ー
ダ
を
利
用
し
た
火
山
灰
雲
の

研
究
を
始
め
ま
し
た
。

　
も
と
も
と
の
き
っ
か
け
は
２
０
０
０
年
の

三
宅
島
の
噴
火
と
、
そ
の
前
の
雲
仙
普
賢

岳
の
噴
火
で
す
。
当
時
、
気
象
レ
ー
ダ
で
火

山
灰
観
測
は
不
可
能
だ
と
思
わ
れ
た
の
で
す

が
、
試
み
た
結
果
、
気
象
レ
ー
ダ
は
噴
煙
柱

（
火
山
灰
雲
）
の
監
視
、
火
山
灰
の
量
や
移

動
方
向
、
噴
煙
の
高
さ
な
ど
量
的
な
情
報

を
取
得
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

━
桜
島
か
ら
ひ
ら
け
る

噴
煙
予
測
の
未
来

　
気
象
レ
ー
ダ
か
ら
見
る
と
、
噴
煙
柱
と
ゲ

リ
ラ
豪
雨
を
も
た
ら
す
積
乱
雲
は
よ
く
似
て

い
ま
す
。
い
ず
れ
も
５
分
く
ら
い
で
圏
界
面

（
地
上
10
㎞
く
ら
い
の
高
度
）で
発
達
し
ま
す
。

積
乱
雲
は
次
々
に
新
し
い
場
所
で
発
生
し
ま

す
が
、
火
山
噴
火
は
場
所
を
特
定
し
や
す
い

の
で
、
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
は
気
象
現
象
よ
り
は

単
純
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
積
乱
雲
を
観
測
す

る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
様
々
な
技
術
や
手
法

は
火
山
灰
雲
の
観
測
に
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
毎
日
の
よ
う
に
噴
火
を
繰
り
返
す

桜
島
は
世
界
的
に
も
珍
し
い
火
山
で
す
。
多

く
の
研
究
者
や
研
究
機
関
が
気
象
レ
ー
ダ
を

始
め
、
地
上
観
測
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
研
究
成
果
は
桜
島
の
み
な
ら
ず
、

今
後
、
噴
火
の
心
配
が
あ
る
富
士
山
や
浅
間

山
な
ど
で
も
役
立
て
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
火
山
灰
の
情
報
を
防
災
減
災
に

活
用
す
る
研
究
が
大
事
で
す
。
大
正
噴
火
の

よ
う
な
大
規
模
噴
火
に
備
え
て
社
会
イ
ン
フ
ラ

設
備
や
人
体へ
の
影
響
、
農
水
産
業
、
観
光へ

の
影
響
な
ど
、
様
々
な
分
野
に
わ
た
っ
て
火
山

灰
の
影
響
を
調
べ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

組織と
運営

そしきとうんえい
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加しての実証実験である。今後は降灰情報
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━
緊
急
の
事
態
に
備
え
、
放
射
線
看
護
の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
養
成

　私
た
ち
は
、
放
射
線
災
害
関
連
の
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
福
島
原
発
の
事
故
の

後
、
文
部
科
学
省
の
専
門
的
看
護
師
・
薬

剤
師
等
医
療
人
材
養
成
事
業
（
G
P
）
に

採
択
さ
れ
、
２
０
１
２
年
度
か
ら
放
射
線
看

護
専
門
的
看
護
師
養
成
教
育
課
程
を
設
置

し
、
放
射
線
の
看
護
に
つ
い
て
専
門
的
に
学

ぶ
看
護
師
の
養
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
放
射

線
医
学
や
被
ば
く
と
防
護
、
看
護
に
関
し
て

学
ん
だ
大
学
院
修
了
生
が
、
看
護
職
の
人
た

ち
に
知
識
や
技
術
を
教
育
指
導
す
る
わ
け
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
修
了
生
は
、
大
学
病
院
、

環
境
省
本
府
庁
に
勤
務
す
る
ほ
か
福
島
で
住

民
の
方
々
を
支
え
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　２
０
１
５
年
度
か
ら
弘
前
大
学
で
も
同
じ

教
育
課
程
が
ス
タ
ー
ト
し
、
単
位
互
換
協
定

を
結
び
共
に
学
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
長
崎
大
学
と
福
島
県
立
医

科
大
学
が
共
同
大
学
院
を
新
設

す
る
予
定
で
す
。こ
れ
が
進
め
ば
、

放
射
線
看
護
に
つ
い
て
専
門
的
教

育
を
実
施
す
る
学
校
が
全
国
で

４
校
に
な
り
ま
す
。
次
年
度
に

は
、
専
門
看
護
分
野
の
一
つ
と

し
て
認
め
ら
れ
る
見
通
し
で
す
。

━
実
践
的
な
緊
急
被
ば
く
医
療
体
制
の

更
な
る
充
実
を
目
指
し
て

　鹿
児
島
も
川
内
原
発
を
抱
え
て
い
ま
す
。

原
発
で
何
か
あ
っ
た
時
、
そ
こ
で
働
く
人
に

対
し
て
、
二
次
被
ば
く
医
療
施
設
と
し
て
の

ケ
ア
を
す
る
の
は
薩
摩
川
内
市
の
済
生
会

病
院
で
す
が
、
本
学
で
も
後
方
支
援
を
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、現
在
、

修
了
生
と
在
校
生
、
教
職
員
に
よ
る
被
ば

く
医
療
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
今

年
３
月
、
弘
前
大
学
の
教
員
や
被
ば
く
医

療
チ
ー
ム
に
来
鹿
し
て
い
た
だ
き
、
県
内
の

医
療
従
事
者
等
を
対
象
に
緊
急
被
ば
く
医

療
の
講
習
を
行
い
ま
し
た
。
防
護
服
を
着
て

傷
を
洗
浄
し
、
放
射
線
を
除
染
し
な
が
ら

手
当
を
す
る
な
ど
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
本

を
読
む
だ
け
で
は
や
は
り
理
解
で
き
な
い
。

緊
急
事
態
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
が
一
番
で
す

が
、
ふ
だ
ん
か
ら
練
習
を
し
て
お
く
こ
と
も

大
切
で
す
。

━
正
し
い
知
識
と
技
術
を
伝
え

先
人
の
思
い
を
後
世
に

　私
は
、
以
前
、
広
島
・
長
崎
で
原
爆
が

投
下
さ
れ
た
時
、
救
援
活
動
に
尽
力
さ
れ

た
八
十
〜
九
十
代
の
方
々
に
聞
き
取
り
調

査
を
行
っ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
看
護
師
な

の
に
何
も
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
自
責
の
念

を
長
ら
く
抱
え
て
過
ご
す
方
々
に
接
し
、
胸

の
詰
ま
る
思
い
で
し
た
。災
害
が
起
き
た
時
、

医
療
者
は
、
自
分
が
被
災
者
で
あ
っ
て
も
人

を
救
う
立
場
に
あ
り
、
使
命
感
と
責
任
感

に
よ
っ
て
行
動
し
ま
す
。
人
を
救
い
た
い
の

で
す
。
そ
の
方
た
ち
の
思
い
を
後
世
に
伝
え

な
い
と
い
け
な
い
、
と
思
い
ま
す
。

　日
本
に
は
二
つ
も
原
爆
が
投
下
さ
れ
、
み

な
さ
ん
恐
怖
感
を
抱
く
と
思
い
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
我
々
が
放
射
線
に
関
す
る
知
識
と

リ
ス
ク
と
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
伝
え
て
、「
正
し

く
」
怖
が
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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━
多
彩
な
防
災
教
育
で
、

地
域
や
小
中
学
校
の
防
災
力
Ｕ
Ｐ

　本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
鹿
児
島
県
を
中
心
に

全
国
に
教
員
を
派
遣
し
、
地
域
の
行
事
で

の
講
演
や
小
中

学
校
で
の
出
前

講
義
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
鹿
児

島
県
教
育
委
員

会
「
防
災
教
育

モ
デ
ル
実
践
事

業
」（
文
部
科

学
省
「
実
践
的

防
災
教
育
総
合

支
援
事
業
」
委
託
）
で
は
、
２
０
１
２
・

２
０
１
３
年
度
に
は
霧
島
市
と
志
布
志
市
、

２
０
１
４
年
度
に
は
奄
美
市
と
東
串
良
町

の
モ
デ
ル
校
で
地
震
・
津
波
・
火
山
噴
火
・

豪
雨
・
山
地
崩
壊
な
ど
に
よ
る
災
害
の
解

説
や
警
戒
避
難

対
応
へ
の
助
言

を
行
い
、
か
つ

地
域
住
民
向
け

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
よ

う
な
活
動
を
通

じ
て
、
モ
デ
ル

校
の
児
童
・
生

徒
や
教
職
員
の

防
災
意
識
が
高
ま
り
、
保
護
者
や
地
域
住

民
も
避
難
訓
練
に
積
極
的
に
参
加
す
る
な

ど
、
学
区
全
体
で
の
「
災
害
へ
の
備
え
」
が

強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

━
伝
え
た
い
の
は
、

「
も
し
も
の
時
」
を
生
き
ぬ
く
力

　防
災
教
育
で
は
、
災
害
の
事
実
を
単
な

る
知
識
と
し
て
覚
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ

の
事
実
を
「
我
が
こ
と
」
と
し
て
想
像
で
き

る
こ
と
が
大
切
で
、
そ
れ
に
は
自
分
の
体
験

に
基
づ
く
理
解
が
必
要
で
す
。

　私
の
講
義
で
は
、
出
身
地
の
岩
手
県
宮

古
市
で
２
０
１
１
年
３
月
１１
日
に
市
街
地

に
流
入
し
た
津
波
の
動
画
を
み
せ
、
具
体

的
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ト
ッ
プ
ス
イ
マ
ー
の
泳
ぎ

（
秒
速
約
３ｍ
）
よ
り
速
い
流
れ
と
な
る
こ

と
を
伝
え
、
津
波
の
動
き
と
自
分
の
体
力

と
を
比
較
し
て
具
体
的
な
逃
げ
方
を
考
え

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
霧
島
市
国
分
の
毛
梨
野
集
落
で
、

「
お
茶
づ
く
り
活
動
実
践
」
を
行
い
ま
し
た
。

野
山
で
よ
く
遊
び
、
火
を
巧
み
に

操
る
「
地
域
の
高
齢
者
」
の
力
を

借
り
て
、
学
生
は
薪
火
で
の
鉄
釜

煎
り
や
炭
火
で
の
竹
ざ
る
蒸
し
な
ど

の
伝
統
的
な
工
程
を
体
験
し
ま
し

た
。
最
近
の
学
生
の
多
く
は
マ
ッ
チ

の
摺
り
方
も
あ
や
ふ
や
で
、
火
の
扱

い
に
慣
れ
て
い
ま
せ
ん
。
災
害
で
の

停
電
時
に
は
ロ
ウ
ソ
ク
に
灯
り
を
点

け
た
り
、
ご
飯
を
炊
い
た
り
す
る
場
合
も

あ
り
、
野
外
活
動
を
楽
し
み
な
が
ら
さ
ま

ざ
ま
な
経
験
を
重
ね
て
も
ら
っ
て
、
万
が
一

の
有
事
に
生
き
ぬ
く
力
を
つ
け
て
も
ら
い
た

い
で
す
。

━「
防
災
士
」
と
「
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

個
人
と
組
織
で
鹿
大
の
防
災
力
Ｕ
Ｐ

　昨
年
度
か
ら
日
本
防
災
士
機
構
認
証
の

「
防
災
士
」
養
成
に
取
り
組
み
、
学
生
20
名

が
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、
将
来

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
得
る
こ
れ
ら

の
学
生
を
中
心
に
、
本
セ
ン
タ
ー
教
職
員
が

支
援
し
、
か
つ
鹿
児
島
県
内
の
防
災
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、「
鹿
児
島
大
学
防

災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
今
年
度
に
構
築
し
た

い
意
向
で
す
。
こ
の
よ
う
に
個
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を
育
成
し
、

地
域
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
本
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の

防
災
力
を
高
め
、
鹿
児
島
の
地
域
防
災
力

の
向
上
に
貢
献
で
き
る
実
践
的
活
動
を
今

後
も
さ
ま
ざ
ま
に
展
開
し
ま
す
。

長崎大学との合同講義

放射線量測定の演習

緊急被ばく医療講演会

地域防災に対する鹿児島大学の取り組み ～鹿児島大学地域防災教育研究センターの活動～

津波からの避難訓練（奄美市立大川小中学校）

地元住民に「火起こし」を学ぶ（霧島市国分毛梨野）

はしご車に乗る（霧島市消防局協力）

救急救命講習（鹿児島市消防局協力）

放射線
災害
ほうしゃせんさいがい

Investigation-03
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ま つ な り
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ゆ う こ

防災
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し
の
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03
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地域防災教育研究センター兼務教職員
（医歯学域医学系教授）
○放射線看護専門コース 担当教授

地域防災教育研究センター
特任教授 教育部門長
○地理学、防災科学、健康地理学
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小
中
学
校
の
防
災
力
Ｕ
Ｐ

　本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
鹿
児
島
県
を
中
心
に

全
国
に
教
員
を
派
遣
し
、
地
域
の
行
事
で

の
講
演
や
小
中

学
校
で
の
出
前

講
義
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
鹿
児

島
県
教
育
委
員

会
「
防
災
教
育

モ
デ
ル
実
践
事

業
」（
文
部
科

学
省
「
実
践
的

防
災
教
育
総
合

支
援
事
業
」
委
託
）
で
は
、
２
０
１
２
・

２
０
１
３
年
度
に
は
霧
島
市
と
志
布
志
市
、

２
０
１
４
年
度
に
は
奄
美
市
と
東
串
良
町

の
モ
デ
ル
校
で
地
震
・
津
波
・
火
山
噴
火
・

豪
雨
・
山
地
崩
壊
な
ど
に
よ
る
災
害
の
解

説
や
警
戒
避
難

対
応
へ
の
助
言

を
行
い
、
か
つ

地
域
住
民
向
け

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
よ

う
な
活
動
を
通

じ
て
、
モ
デ
ル

校
の
児
童
・
生

徒
や
教
職
員
の

防
災
意
識
が
高
ま
り
、
保
護
者
や
地
域
住

民
も
避
難
訓
練
に
積
極
的
に
参
加
す
る
な

ど
、
学
区
全
体
で
の
「
災
害
へ
の
備
え
」
が

強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

━
伝
え
た
い
の
は
、

「
も
し
も
の
時
」
を
生
き
ぬ
く
力

　防
災
教
育
で
は
、
災
害
の
事
実
を
単
な

る
知
識
と
し
て
覚
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ

の
事
実
を
「
我
が
こ
と
」
と
し
て
想
像
で
き

る
こ
と
が
大
切
で
、
そ
れ
に
は
自
分
の
体
験

に
基
づ
く
理
解
が
必
要
で
す
。

　私
の
講
義
で
は
、
出
身
地
の
岩
手
県
宮

古
市
で
２
０
１
１
年
３
月
１１
日
に
市
街
地

に
流
入
し
た
津
波
の
動
画
を
み
せ
、
具
体

的
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ト
ッ
プ
ス
イ
マ
ー
の
泳
ぎ

（
秒
速
約
３ｍ
）
よ
り
速
い
流
れ
と
な
る
こ

と
を
伝
え
、
津
波
の
動
き
と
自
分
の
体
力

と
を
比
較
し
て
具
体
的
な
逃
げ
方
を
考
え

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
霧
島
市
国
分
の
毛
梨
野
集
落
で
、

「
お
茶
づ
く
り
活
動
実
践
」
を
行
い
ま
し
た
。

野
山
で
よ
く
遊
び
、
火
を
巧
み
に

操
る
「
地
域
の
高
齢
者
」
の
力
を

借
り
て
、
学
生
は
薪
火
で
の
鉄
釜

煎
り
や
炭
火
で
の
竹
ざ
る
蒸
し
な
ど

の
伝
統
的
な
工
程
を
体
験
し
ま
し

た
。
最
近
の
学
生
の
多
く
は
マ
ッ
チ

の
摺
り
方
も
あ
や
ふ
や
で
、
火
の
扱

い
に
慣
れ
て
い
ま
せ
ん
。
災
害
で
の

停
電
時
に
は
ロ
ウ
ソ
ク
に
灯
り
を
点

け
た
り
、
ご
飯
を
炊
い
た
り
す
る
場
合
も

あ
り
、
野
外
活
動
を
楽
し
み
な
が
ら
さ
ま

ざ
ま
な
経
験
を
重
ね
て
も
ら
っ
て
、
万
が
一

の
有
事
に
生
き
ぬ
く
力
を
つ
け
て
も
ら
い
た

い
で
す
。

━「
防
災
士
」
と
「
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

個
人
と
組
織
で
鹿
大
の
防
災
力
Ｕ
Ｐ

　昨
年
度
か
ら
日
本
防
災
士
機
構
認
証
の

「
防
災
士
」
養
成
に
取
り
組
み
、
学
生
20
名

が
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、
将
来

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
得
る
こ
れ
ら

の
学
生
を
中
心
に
、
本
セ
ン
タ
ー
教
職
員
が

支
援
し
、
か
つ
鹿
児
島
県
内
の
防
災
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、「
鹿
児
島
大
学
防

災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
今
年
度
に
構
築
し
た

い
意
向
で
す
。
こ
の
よ
う
に
個
人
を
育
成
し
、

地
域
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
本
学
の

防
災
力
を
高
め
、
鹿
児
島
の
地
域
防
災
力

の
向
上
に
貢
献
で
き
る
実
践
的
活
動
を
今

後
も
さ
ま
ざ
ま
に
展
開
し
ま
す
。

長崎大学との合同講義

放射線量測定の演習

緊急被ばく医療講演会

地域防災に対する鹿児島大学の取り組み ～鹿児島大学地域防災教育研究センターの活動～

津波からの避難訓練（奄美市立大川小中学校）

地元住民に「火起こし」を学ぶ（霧島市国分毛梨野）

はしご車に乗る（霧島市消防局協力）

救急救命講習（鹿児島市消防局協力）

放射線
災害
ほうしゃせんさいがい
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ま つ な り

Yuko Matsunari

ゆ う こ

防災
教育

ぼうさいきょういく

Investigation-04

岩船 昌起
い わ ふ ね

Masaki Iwafune

ま さ き

け
な
し
の

防災
教育

ぼうさいきょういく

Investigation-04

岩船 昌起
い わ ふ ね

Masaki Iwafune

ま さ き

環境の変化に
対応できる術を
教えることも
防災教育

す べ

放射線
災害
ほうしゃせんさいがい

03

松成 裕子
ゆ う こ

放射線医療の
スペシャリスト
養成が急務

地域防災教育研究センター兼務教職員
（医歯学域医学系教授）
○放射線看護専門コース 担当教授

地域防災教育研究センター
特任教授 教育部門長
○地理学、防災科学、健康地理学



━
緊
急
の
事
態
に
備
え
、
放
射
線
看
護
の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
養
成

　私
た
ち
は
、
放
射
線
災
害
関
連
の
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
福
島
原
発
の
事
故
の

後
、
文
部
科
学
省
の
専
門
的
看
護
師
・
薬

剤
師
等
医
療
人
材
養
成
事
業
（
G
P
）
に

採
択
さ
れ
、
２
０
１
２
年
度
か
ら
放
射
線
看

護
専
門
的
看
護
師
養
成
教
育
課
程
を
設
置

し
、
放
射
線
の
看
護
に
つ
い
て
専
門
的
に
学

ぶ
看
護
師
の
養
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
放
射

線
医
学
や
被
ば
く
と
防
護
、
看
護
に
関
し
て

学
ん
だ
大
学
院
修
了
生
が
、
看
護
職
の
人
た

ち
に
知
識
や
技
術
を
教
育
指
導
す
る
わ
け
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
修
了
生
は
、
大
学
病
院
、

環
境
省
本
府
庁
に
勤
務
す
る
ほ
か
福
島
で
住

民
の
方
々
を
支
え
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　２
０
１
５
年
度
か
ら
弘
前
大
学
で
も
同
じ

教
育
課
程
が
ス
タ
ー
ト
し
、
単
位
互
換
協
定

を
結
び
共
に
学
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
長
崎
大
学
と
福
島
県
立
医

科
大
学
が
共
同
大
学
院
を
新
設

す
る
予
定
で
す
。こ
れ
が
進
め
ば
、

放
射
線
看
護
に
つ
い
て
専
門
的
教

育
を
実
施
す
る
学
校
が
全
国
で

４
校
に
な
り
ま
す
。
次
年
度
に

は
、
専
門
看
護
分
野
の
一
つ
と

し
て
認
め
ら
れ
る
見
通
し
で
す
。

━
実
践
的
な
緊
急
被
ば
く
医
療
体
制
の

更
な
る
充
実
を
目
指
し
て

　鹿
児
島
も
川
内
原
発
を
抱
え
て
い
ま
す
。

原
発
で
何
か
あ
っ
た
時
、
そ
こ
で
働
く
人
に

対
し
て
、
二
次
被
ば
く
医
療
施
設
と
し
て
の

ケ
ア
を
す
る
の
は
薩
摩
川
内
市
の
済
生
会

病
院
で
す
が
、
本
学
で
も
後
方
支
援
を
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、現
在
、

修
了
生
と
在
校
生
、
教
職
員
に
よ
る
被
ば

く
医
療
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
今

年
３
月
、
弘
前
大
学
の
教
員
や
被
ば
く
医

療
チ
ー
ム
に
来
鹿
し
て
い
た
だ
き
、
県
内
の

医
療
従
事
者
等
を
対
象
に
緊
急
被
ば
く
医

療
の
講
習
を
行
い
ま
し
た
。
防
護
服
を
着
て

傷
を
洗
浄
し
、
放
射
線
を
除
染
し
な
が
ら

手
当
を
す
る
な
ど
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
本

を
読
む
だ
け
で
は
や
は
り
理
解
で
き
な
い
。

緊
急
事
態
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
が
一
番
で
す

が
、
ふ
だ
ん
か
ら
練
習
を
し
て
お
く
こ
と
も

大
切
で
す
。

━
正
し
い
知
識
と
技
術
を
伝
え

先
人
の
思
い
を
後
世
に

　私
は
、
以
前
、
広
島
・
長
崎
で
原
爆
が

投
下
さ
れ
た
時
、
救
援
活
動
に
尽
力
さ
れ

た
八
十
〜
九
十
代
の
方
々
に
聞
き
取
り
調

査
を
行
っ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
看
護
師
な

の
に
何
も
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
自
責
の
念

を
長
ら
く
抱
え
て
過
ご
す
方
々
に
接
し
、
胸

の
詰
ま
る
思
い
で
し
た
。災
害
が
起
き
た
時
、

医
療
者
は
、
自
分
が
被
災
者
で
あ
っ
て
も
人

を
救
う
立
場
に
あ
り
、
使
命
感
と
責
任
感

に
よ
っ
て
行
動
し
ま
す
。
人
を
救
い
た
い
の

で
す
。
そ
の
方
た
ち
の
思
い
を
後
世
に
伝
え

な
い
と
い
け
な
い
、
と
思
い
ま
す
。

　日
本
に
は
二
つ
も
原
爆
が
投
下
さ
れ
、
み

な
さ
ん
恐
怖
感
を
抱
く
と
思
い
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
我
々
が
放
射
線
に
関
す
る
知
識
と

リ
ス
ク
と
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
伝
え
て
、「
正
し

く
」
怖
が
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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地域防災に対する鹿児島大学の取り組み ～鹿児島大学地域防災教育研究センターの活動～

津波からの避難訓練（奄美市立大川小中学校）

地元住民に「火起こし」を学ぶ（霧島市国分毛梨野）

はしご車に乗る（霧島市消防局協力）

救急救命講習（鹿児島市消防局協力）

放射線
災害
ほうしゃせんさいがい

Investigation-03

松成 裕子
ま つ な り

Yuko Matsunari

ゆ う こ

防災
教育

ぼうさいきょういく

Investigation-04

岩船 昌起
い わ ふ ね

Masaki Iwafune

ま さ き

け
な
し
の

防災
教育

ぼうさいきょういく

Investigation-04

岩船 昌起
い わ ふ ね

Masaki Iwafune

ま さ き

環境の変化に
対応できる術を
教えることも
防災教育

す べ

放射線
災害
ほうしゃせんさいがい
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松成 裕子
ゆ う こ

放射線医療の
スペシャリスト
養成が急務

地域防災教育研究センター兼務教職員
（医歯学域医学系教授）
○放射線看護専門コース 担当教授

地域防災教育研究センター
特任教授 教育部門長
○地理学、防災科学、健康地理学



授
業
中
だ
け
が
勉
強
、

と
い
う
悪
学
習
を
崩
し
た
い

検
討
は
、怠
け
者
の
自
分
へ
の

最
大
の
言
い
訳

　金
曜
２
限
目
、
学
術
情
報
基
盤
セ
ン

タ
ー
端
末
室
で
櫻
井
先
生
の
講
義
「
キ
ャ

リ
ア
・
恋
人
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
社

会
学
」、
略
し
て
「
キ
ャ
リ
恋
」
が
あ
る
と

聞
き
、
取
材
に
訪
れ
た
。
講
義
開
始
の
時

間
に
な
る
と
、
学
生
た
ち
は
各
人
パ
ソ
コ

ン
を
立
ち
上
げ
、
櫻
井
先
生
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
、
な
ら
ぬ
授
業
が
始
ま
っ
た
。「
今

日
は
鹿
大
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
取
材
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、（
取
材
ク
ル
ー
を
）

ス
マ
ホ
で
撮
っ
て
く
だ
さ
い
」。
い
き
な
り
講

義
の
俎
上
に
の
せ
ら
れ
た
私
た
ち
の
焦
り

を
よ
そ
に
「
で
は
、
自
己
紹
介
を
し
て
く

だ
さ
い
」
と
、
先
生
は
こ
ち
ら
に
マ
イ
ク

を
渡
し
た
。
冗
談
の
よ
う
に
見
え
る
こ
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
、
仕
事
と
い
う
も
の
を

学
生
た
ち
に
示
す
、
れ
っ
き
と
し
た
授
業

の
一
環
な
の
だ
っ
た
。

　授
業
は
、
前
週
に
学
生
た
ち
か
ら
提
出

さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
を
も
と
に
進
め

ら
れ
る
。
一
つ
の
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
た
の
が
「
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
か
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
留
学
し
た
い

の
だ
け
ど
、
迷
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
学

生
の
悩
み
。「
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
何
で

し
ょ
う
？
」
と
櫻
井
先
生
は
学
生
た
ち
に

問
い
を
出
す
。
答
え
を
つ
か
み
あ
ぐ
ね
て

い
る
学
生
た
ち
に
先
生
が
示
し
た
言
葉
は

「
検
討
と
い
う
名
の
逃
げ
」。
学
生
た
ち
は

み
な
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て
そ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
を
書
き
留
め
て
い
く
。「
選
択
し
な
い
と

い
う
最
悪
の
選
択
肢
。
検
討
は
、
怠
け
者

の
自
分
へ
の
最
大
の
言
い
訳
」。
胸
に
刺
さ

る
言
葉
が
先
生
の
口
か
ら
飛
び
出
し
て
く

る
。
学
生
時
代
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
教

え
ら
れ
て
い
た
ら
、
少
し
は
人
生
が
ま
と

も
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。「
実
際
に
何

か
や
っ
ち
ゃ
う
た
め
に
大
事
な
こ
と
は
何

で
し
ょ
う…

？
　そ
れ
は
、
お
金
を
払
っ

て
申
し
込
む
こ
と
で
す
。
第
一
希
望
で
な

く
て
も
、
何
も
し
な
い
よ
り
何
か
し
た
方

が
絶
対
い
い
。
お
金
が
な
け
れ
ば
親
、
親

戚
に
借
り
て
く
だ
さ
い
」。
学
生
の
情
熱

に
火
を
つ
け
る
パ
ワ
ー
満
載
の
台
詞
が

次
々
に
ス
パ
ー
ク
す
る
。

　話
題
は
次
の
テ
ー
マへ
。
取
り
上
げ
ら

れ
た
の
は
「
福
岡
で
就
職
し
た
い
の
で
す

が
、
考
え
る
べ
き
こ
と
は
な
ん
で
し
ょ
う

か
？
」
と
い
う
学
生
の
声
。
先
生
が
示
し

た
答
え
は
「
一
歩
遠
く
ま
で
。一
歩
背
伸
び

の
法
則
で
す
」。
つ
ま
り
、
地
元
志
向
だ
か

ら
地
元
で
就
活
す
れ
ば
い
い
、
と
思
っ
て
い

る
と
、
大
き
な
街
で
揉
ま
れ
て
帰
っ
て
来
た

学
生
に
負
け
る
、
と
い
う
話
だ
。「
東
京
で

就
職
し
た
け
れ
ば
、
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で
就
活

し
な
い
と
ダ
メ
で
す
」。
こ
ん
な
目
か
ら
ウ
ロ

コ
の
就
活
戦
略
、
大
学
生
の
う
ち
に
知
っ
て

い
る
の
と
知
ら
な
い
の
と
で
は
、
雲
泥
の
差

だ
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
異
世
代
の
人
と
の
コ

ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョン
に
つ
い
て
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
テ
ス

ト
に
つ
い
て
、
な
ど
、
講
義
の
時
間
中
、
学

生
の
等
身
大
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
櫻
井
節
が

炸
裂
し
続
け
た
。
社
会
学
者
と
し
て
、
ま

た
、
人
生
の
先
輩
と
し
て
、
先
生
は
い
た
っ

て
真
剣
だ
。「
若
い
う
ち
に
ど
ん
ど
ん
挑
戦

し
て
み
な
さ
い
。
あ
き
ら
め
な
い
で
続
け
な

さ
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
矢
継
ぎ
早
に
、

学
生
へ
発
信
さ
れ
続
け
た
。

　櫻
井
先
生
の
授
業
で
は
、

就
活
の
ほ
か
恋
人
選
び
に

つ
い
て
、
現
実
的
で
赤
裸
々

な
ト
ー
ク
が
繰
り
広
げ
ら

れ
る
。「
キ
ャ
リ
ア
と
恋
人
の
選
択
は
、
い

ず
れ
も
人
生
の
大
き
な
岐
路
と
な
る
も
の

で
す
。
今
の
う
ち
に
、
甘
い
夢
に
冷
や
水

を
か
け
て
お
こ
う
と
思
い
ま
し
て
」
と
、

先
生
は
笑
う
。
社
会
に
出
る
前
の
学
生
た

ち
に
、
冷
静
に
選
択
す
る
目
を
養
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
親
心
な
の
だ
。「
９
時
か
ら
５

時
ま
で
は
勉
強
や
仕
事
と
い
う
苦
行
の
時

間
で
、
自
己
を
回
復
す
る
の
は
ア
フ
タ
ー

フ
ァ
イ
ブ
、
と
い
う
高
校
ま
で
に
身
に
つ
け

た
悪
学
習
を
崩
し
た
い
」
と
も
。

　「露
悪
的
」
と
ご
本
人
が
言
わ
れ
る
く

ら
い
、
就
活
と
恋
愛
の
現
実
が
語
ら
れ
る

講
義
だ
が
、
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
を
見
る
と

「
毎
回
は
っ
と
さ
せ
ら
れ
ま
す
」「
ガ
ツ
ン

と
来
ま
し
た
」「
私
も
高
み
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
」「
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
す
」「
Ｓ
Ｐ
Ｉ
問
題
や
り
ま
す
」

な
ど
の
感
想
も
多
数
。
口
癖
の
よ
う
に

「
後
生
畏
る
べ
し
」
と
唱
え
る
、
愛
に
あ
ふ

れ
る
櫻
井
先
生
の
親
心
は
、
学
生
の
心
に

し
っ
か
り
届
い
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
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潜入ルポ

～学びの部屋～
就活も恋人選択も、
人生を懸けた大勝負！

Lecture of the Universit
y

鹿児島大学法文学部・大学院博士後期課程教授。
一橋大学社会学部卒業。東京大学大学院社会学
研究科単位取得後退学。文化社会学専攻。カリ
フォルニア大学アーヴァイン校批判理論研究所、
ロンドン大学LSE社会学科、スタンフォード大学科
学史科学哲学プロジェクト、ハーバード大学社会
学科、それぞれ客員研究員を経て現職。
著書：『就活ぶっちゃけ成功ゼミ』（光文社）、『与古
為新(よこいしん) ―南からの社会学・インタ
ビュー編』（南日本新聞社）。論文多数。

櫻井 芳生(さくらい・よしお) 教授

Pr�le

一
歩
背
伸
び
の
法
則

櫻
井 

芳
生 

先
生

法
文
学
部
教
授

（
法
文
教
育
学
域
法
文
学
系
）

↑就活のノウハウや職業人へのインタビュー
など、生き方のエッセンスがつまった著書。社
会人にもオススメです。
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・
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ソ
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節
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だ
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に
あ
ふ

れ
る
櫻
井
先
生
の
親
心
は
、
学
生
の
心
に

し
っ
か
り
届
い
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
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潜入ルポ

～学びの部屋～
就活も恋人選択も、
人生を懸けた大勝負！

Lecture of the Universit
y

鹿児島大学法文学部・大学院博士後期課程教授。
一橋大学社会学部卒業。東京大学大学院社会学
研究科単位取得後退学。文化社会学専攻。カリ
フォルニア大学アーヴァイン校批判理論研究所、
ロンドン大学LSE社会学科、スタンフォード大学科
学史科学哲学プロジェクト、ハーバード大学社会
学科、それぞれ客員研究員を経て現職。
著書：『就活ぶっちゃけ成功ゼミ』（光文社）、『与古
為新(よこいしん) ―南からの社会学・インタ
ビュー編』（南日本新聞社）。論文多数。

櫻井 芳生(さくらい・よしお) 教授
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一
歩
背
伸
び
の
法
則

櫻
井 

芳
生 

先
生

法
文
学
部
教
授

（
法
文
教
育
学
域
法
文
学
系
）

↑就活のノウハウや職業人へのインタビュー
など、生き方のエッセンスがつまった著書。社
会人にもオススメです。



身
地
の
福
島
県
い
わ
き

市
に
あ
る「
ア
ク
ア
マ
リ

ン
ふ
く
し
ま
」と
い
う
水
族
館
が

子
ど
も
の
頃
か
ら
大
好
き
で
、進

路
を
決
め
る
時
も「
魚
を
見
て
暮

ら
せ
た
ら
い
い
な
」と
い
う
軽
い
ノ

リ
で
、水
産
学
部
の
あ
る
大
学
を

探
し
て
鹿
児
島
に
来
ま
し
た
。入

学
し
て
す
ぐ
練
習
船「
南
星
丸
」

に
乗
船
し
て
沿
岸
地
域
を
回
っ
た

の
を
皮
切
り
に
、２
年
生
の
終
わ

り
か
ら
は「
か
ご
し
ま
丸
」に
乗

り
組
み
、瀬
戸
内
海
か
ら
東
シ
ナ

海
、イ
ン
ド
洋
と
長
期
の
航
海
実

習
を
体
験
し
ま
し
た
。船
酔
い
に

苦
し
ん
だ
こ
と
も
た
び
た
び
あ
り

ま
す
が
、夜
半
、太
平
洋
上
で
眺

め
た
月
と
海
の
美
し
さ
は
今
も

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　現
在
、海
上
保
安
庁
の
職
員
と

し
て
、海
の
交
通
に
欠
か
せ
な
い

「
海
図
」の
制
作
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。年
に
数
回
、測
量
船
等
に
乗

り
組
ん
で
管
区
内
の
各
地
に
測

量
に
出
向
き
、そ
れ
以
外
の
日
々

は
測
っ
て
き
た
デ
ー
タ
の
解
析
に

当
た
っ
て
い
ま
す
。学
生
の
頃
か

ら
、海
図
を
見
る
の
も
触
る
の
も

書
く
の
も
好
き
で
し
た
の
で
、い

ま
自
分
が
測
量
、解
析
し
た
デ
ー

タ
が
新
し
い
海
図
に
反
映
さ
れ
る

時
は
う
れ
し
く
、や
り
が
い
を
感

じ
て
い
ま
す
。職
場
の
先
輩
方
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
形
に
対
応
し
た

処
理
を
的
確
に
判
断
し
、測
量
後

の
地
形
の
変
化
を
予
測
す
る
な

ど
、そ
の
奥
深
い
知
識
と
技
術
に

驚
か
さ
れ
ま
す
。私
も
精
進
し
て
、

将
来
、先
輩
方
の
よ
う
な
海
図
の

プ
ロ
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　私
は
、海
洋
生
態
研
究
会
と
い

う
ダ
イ
ビ
ン
グ
部
に
入
り
、学
校

の
勉
強
以
外
も
海
ざ
ん
ま
い
の
学

生
時
代
で
し
た
。学
生
の
み
な
さ

ん
も
、時
間
が
あ
る
い
ま
、楽
し
め

る
何
か
に
出
会
え
る
と
い
い
で
す

ね
。そ
れ
か
ら
、夢
に
向
か
っ
て
あ

き
ら
め
な
い
、と
い
う
こ
と
も
大

事
な
こ
と
か
な
と
思
い
ま
す
。
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福岡県福岡市出身、熊本県熊本市育ち。2000年4月鹿
児島大学工学部電気電子工学科入学。2004年4月鹿児
島大学大学院進学。物質生産工学専攻。2008年3月修
了。2008年4月JAXA入社。

先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ OB OG Interview   01

実際に触れて、手を動かしてみないとわからないこともある。
学生時代に、体験と交流の場を自らつくり出してほしいものです。

OB OG Interview   02
「魚が好き、海が好き」という気持ちにまっすぐに―

海路の安全に欠かせない「海図」のプロとして精進する日々です。

宇宙航空研究開発機構（JAXA）　有人宇宙技術部門　HTV技術センター
工学博士　小林 裕希（こばやし ゆき）

出
在
、国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
補
給
物
資
を
輸
送

す
る
無
人
宇
宙
船「
こ
う
の
と

り
」（
H
T
V
）の
電
気
系
統
の
開

発
・
運
用
を
担
当
し
て
い
ま
す
。主

な
任
務
は
、H
T
V
電
源
系
の
開

発
と
そ
の
サ
ポ
ー
ト
や
H
T
V
飛

行
中
の
電
力
制
御
、技
術
デ
ー
タ

評
価
、及
び
H
T
V
リ
ソ
ー
ス
を
、

今
後
の
宇
宙
開
発
に
役
立
つ
技

術
の
蓄
積
に
活
用
す
る
た
め
の

追
加
ミ
ッ
シ
ョ
ン
開
発
・
支
援
な

ど
で
す
。今
年
度
予
定
さ
れ
て
い

る
H
T
V
5
号
機
の
打
ち
上
げ

で
は
、H
T
V
運
用
管
制
室
で

H
T
V
電
力
系
お
よ
び
追
加
の

運
用
管
制
、お
よ
び
技
術
支
援
を

担
当
す
る
予
定
で
す
。緊
張
感
も

あ
り
ま
す
が
、幅
広
い
分
野
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
方
々
と
力
を

合
わ
せ
て
一
つ
の
事
を
成
し
遂
げ

て
い
く
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　学
部
時
代
は
ど
の
よ
う
な
進

路
に
進
む
べ
き
か
、研
究
室
の
選

択
に
悩
み
、選
択
肢
を
狭
め
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、必
要
な
単
位
を

全
て
取
得
し
た
の
で
多
少
忙
し

か
っ
た
の
で
す
が
、机
上
の
知
識

だ
け
で
な
く
技
術
も
身
に
つ
け
た

く
て
、ロ
ボ
ッ
ト
研
究
会
に
所
属

し
て
い
ま
し
た
。機
械
や
旋
盤
、工

具
、回
路
、制
御
ソ
フ
ト
な
ど
、い

ろ
い
ろ
な
物
を
実
際
に
扱
う
体

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、学
部
時
代
か
ら
国
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
携
り
、ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
研
究
者
と
交
流
す
る
機
会
を

持
つ
こ
と
が
で
き
た
た
め
、物
事

に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
や
忍
耐
力

な
ど
、知
識
以
外
の
大
切
な
こ
と

も
彼
ら
か
ら
学
び
ま
し
た
。

　机
上
の
学
問
も
大
事
で
す
が
、

体
験
し
、触
れ
て
み
な
い
と
分
か

ら
な
い
こ
と
も
多
い
も
の
で
す
。

学
生
の
う
ち
に
、い
ろ
ん
な
人
と

交
流
す
る
場
を
持
ち
、知
識
を
形

と
し
て
作
り
だ
す
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

し
て
く
だ
さ
い
。

現

OGOG

福島県いわき市出身。2009年4月鹿児島大学水産学部
入学。漁業工学分野専攻。2013年3月卒業。同年海上
保安庁海洋情報部入職。

第十管区海上保安本部　海洋情報部　海洋調査課
海洋調査官付　吉田 夏希（よしだ なつき）
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丹羽教授の著作

17世紀半ばの加世田郷士の日記

史
料
を
丹
念
に
掘
り
起
こ
し
、

保
存
す
る
こ
と
の
意
味
。

史
料
を
丹
念
に
掘
り
起
こ
し
、

保
存
す
る
こ
と
の
意
味
。

小
さ
な
研
究
の

積
み
重
ね
に
よ
っ
て

見
知
ら
ぬ
世
界
へ
導
か
れ
る
、

学
問
の
醍
醐
味
。

小
さ
な
研
究
の

積
み
重
ね
に
よ
っ
て

見
知
ら
ぬ
世
界
へ
導
か
れ
る
、

学
問
の
醍
醐
味
。

長
い
時
間
を
か
け
て
歩
き
回
り
、

史
実
を
丹
念
に
掘
り
起
こ
す
。

長
い
時
間
を
か
け
て
歩
き
回
り
、

史
実
を
丹
念
に
掘
り
起
こ
す
。

な
編
さ
ん
物
に
つ
い
て
、
長
期
ス

パ
ン
と
な
る
研
究
に
着
手
し
て

い
る
。

　古
文
書
の
収
集
保
存
が
大
切

な
理
由
に
つ
い
て
、
丹
羽
先
生
は

次
の
よ
う
に
語
る
。「
自
然
科
学

は
、
先
人
が
作
っ
た
技
術
の
上
に

新
し
い
も
の
を
積
み
上
げ
る
こ
と

が
多
い
の
に
対
し
、人
文
科
学
は
、

時
代
に
よ
っ
て
解
釈
の
バ
イ
ア
ス

が
違
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
都
度
最
初
か
ら
検
証
し

直
す
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
で
す

か
ら
、
我
々
の
解
釈
が
正
し
い
か

ど
う
か
、
後
世
の
人
が
再
度
検

証
す
る
為
に
も
一
次
資
料
の
保
存

は
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
」。

　古
文
書
の
収
集
と
研
究
は
、

町
歩
き
や
子
孫
探
し
、
お
墓
探

し
と
い
っ
た
地
道
な
作
業
の
積
み

重
ね
か
ら
始
ま
る
。「
先
が
見
え

な
い
針
の
穴
の
よ
う
な
小
さ
な
場

所
を
く
ぐ
り
抜
け
る
と
、
突
然

大
き
な
世
界
、
深
い
世
界
と
つ

な
が
っ
て
い
る
場
所
に
出
る
。
そ

う
す
る
と
、
今
ま
で
の
常
識
が

覆
る
こ
と
も
あ
る
し
、
現
代
的

な
発
想
以
外
の
思
考
が
理
解
で

き
る
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
」。
丹

羽
先
生
に
見
え
て
い
る
の
は
、
文

字
の
向
こ
う
に
あ
る
生
き
生
き

と
し
た
先
人
た
ち
の
息
づ
か
い
な

の
で
あ
る
。

　丹
羽
先
生
の
専
門
は
日
本
近

世
文
学
。
長
年
、
戯
作
や
吉
原
遊

郭
の
研
究
に
携
わ
る
一
方
、
教
員

の
チ
ー
ム
を
組
ん
で
県
内
の
歴
史

資
料
の
収
集
・
調
査
・
研
究
・
保

存
活
動
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で

い
る
。「
鹿
児
島
は
歴
史
資
料
が

な
い
所
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
の
で

す
が
、
丹
念
に
探
す
と
、
意
外
に

資
料
が
残
っ
て
い
ま
す
。
け
れ
ど

も
、
い
つ
の
間
に
か
処
分
さ
れ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
っ
て…

。
風
水

害
な
ど
の
自
然
災
害
と
、
捨
て
ら

れ
る
と
い
う
人
災
に
対
処
す
る
た

め
、
資
料
を
き
ち
ん
と
保
存
す
る

シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
こ
と
が
大

事
で
、
そ
れ
は
地
域
防
災
の
一
環

で
も
あ
る
ん
で
す
」。
収
集
し
た
古

文
書
は
、
裏
打
ち
を
し
、
綺
麗
に

し
て
保
存
す
る
の
が
理
想
的
だ

が
、
修
復
に
は
特
別
な
技
術
と
費

用
を
要
す
る
た
め
、
な
か
な
か
容

易
な
作
業
で
は
な
い
。
ま
ず
は
、

資
料
の
現
状
を
確
認
し
な
が
ら
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
て
一
般
公

開
し
、
後
世
に
残
す
と
い
う
取
り

組
み
を
地
道
に
続
け
て
い
る
。

　お
よ
そ
15
年
前
か
ら
丹
羽
先

生
は
鹿
児
島
の
出
版
物
に
つ
い
て

の
研
究
を
始
め
た
。
そ
こ
で
出

会
っ
た
の
が
木
脇
啓
四
郎
と
い
う

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
活
躍

し
た
人
物
。「
島
津
久
光
の
命
で

出
版
・
編
集
に
関
わ
っ
た
人
物
で

す
。
最
初
は
名
前
し
か
わ
か
ら

な
か
っ
た
の
で
、
方
々
当
た
っ
て

子
孫
の
方
を
探
し
当
て
ま
し

た
」。
学
内
の
先
生
方
と
協
力
し

て
、
直
系
の
子
孫
の
ほ
か
関
係

者
の
子
孫
宅
や
墓
地
、
関
連
の

場
所
な
ど
訪
問
し
て
研
究
を
続

け
、
お
よ
そ
10
年
か
け
て
啓
四

郎
の
著
し
た
『
万
留
』
の
翻
刻

に
注
釈
と
解
説
を
つ
け
て
刊
行
し

た
。「
ト
ッ
プ
で
は
な
い
け
ど
裏

で
い
ろ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
た
。

偉
人
ば
か
り
で
は
な
く
、
こ
う

い
っ
た
人
に
も
光
を
当
て
た
い
ん

で
す
」。

　そ
の
ほ
か
、
丹
羽
先
生
は
現

在
、
19
世
紀
に
島
津
重
豪
が
作

ら
せ
た
『
成
形
図
説
』、
18
世
紀

の
郡
奉
行
・
得
能
通
昭
の
編
ん

だ
『
西
藩
野
史
』
と
い
う
大
部

Scholar Interview

一冊の古文書から歴史を覗く。
歌舞伎や映画で繰り返し上演される「忠臣蔵」は、さまざまな素材を組み合わせて作られて
いる。その素材の一つに薩摩に流されてきた戯作者・都の錦が書いた作品『武家不断枕』
がある。書名のみが知られ行方不明であった貴重な写本を発見したのが丹羽謙治先生だ。
自ら町中を歩き回り、丹念に歴史を掘り起こしていくフィールドワークと緻密な検証の作業から
見えてくる学問の世界について、丹羽先生に伺った。

法
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　沖
永
良
部
生
ま
れ
の
薩
摩
藩
士
。絵

画
や
華
道
、茶
道
、歌
、鎧
作
り
だ
け
で

な
く
、唐
湊
温
泉
を
発
見
す
る
な
ど
、幕

末
か
ら
明
治
に
か
け
て
幅
広
い
分
野
で

活
躍
し
た
。著
作
に『
万
留
』の
ほ
か
魚

類
図
鑑『
麑
海
魚
譜
』な
ど
。

よ
ろ
ず
ど
め

げ
い 

か
い  

ぎ
ょ 

ふ
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検
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収
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今
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し
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的

な
発
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以
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の
思
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が
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解
で
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県
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鹿
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は
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が

な
い
所
だ
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で
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が
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ま
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け
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ど
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然
災
害
と
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人
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に
対
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す
る
た

め
、
資
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を
き
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と
保
存
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シ
ス
テ
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を
確
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す
る
こ
と
が
大

事
で
、
そ
れ
は
地
域
防
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の
一
環

で
も
あ
る
ん
で
す
」。
収
集
し
た
古

文
書
は
、
裏
打
ち
を
し
、
綺
麗
に

し
て
保
存
す
る
の
が
理
想
的
だ

が
、
修
復
に
は
特
別
な
技
術
と
費

用
を
要
す
る
た
め
、
な
か
な
か
容

易
な
作
業
で
は
な
い
。
ま
ず
は
、

資
料
の
現
状
を
確
認
し
な
が
ら
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
て
一
般
公

開
し
、
後
世
に
残
す
と
い
う
取
り

組
み
を
地
道
に
続
け
て
い
る
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よ
そ
15
年
前
か
ら
丹
羽
先

生
は
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児
島
の
出
版
物
に
つ
い
て

の
研
究
を
始
め
た
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そ
こ
で
出

会
っ
た
の
が
木
脇
啓
四
郎
と
い
う

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
活
躍

し
た
人
物
。「
島
津
久
光
の
命
で

出
版
・
編
集
に
関
わ
っ
た
人
物
で

す
。
最
初
は
名
前
し
か
わ
か
ら

な
か
っ
た
の
で
、
方
々
当
た
っ
て

子
孫
の
方
を
探
し
当
て
ま
し

た
」。
学
内
の
先
生
方
と
協
力
し

て
、
直
系
の
子
孫
の
ほ
か
関
係

者
の
子
孫
宅
や
墓
地
、
関
連
の

場
所
な
ど
訪
問
し
て
研
究
を
続

け
、
お
よ
そ
10
年
か
け
て
啓
四

郎
の
著
し
た
『
万
留
』
の
翻
刻

に
注
釈
と
解
説
を
つ
け
て
刊
行
し

た
。「
ト
ッ
プ
で
は
な
い
け
ど
裏

で
い
ろ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
た
。

偉
人
ば
か
り
で
は
な
く
、
こ
う

い
っ
た
人
に
も
光
を
当
て
た
い
ん

で
す
」。

　そ
の
ほ
か
、
丹
羽
先
生
は
現

在
、
19
世
紀
に
島
津
重
豪
が
作

ら
せ
た
『
成
形
図
説
』、
18
世
紀

の
郡
奉
行
・
得
能
通
昭
の
編
ん

だ
『
西
藩
野
史
』
と
い
う
大
部
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一冊の古文書から歴史を覗く。
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鹿児島県レッドデータブック初版

島で採集された陸産貝類

与論島の
オキナワウスカワマイマイ（左）
シュリマイマイ（右）

崩
れ
て
し
ま
っ
た
例
が
あ
る
と
い

う
。「
小
笠
原
の
悲
劇
が
二
度
と

起
き
て
ほ
し
く
な
い
と
思
い
ま
す
」

　絶
滅
危
惧
種
の
研
究
に
携
わ
る

学
者
と
し
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
尋
ね

る
と
「
鹿
児
島
県
は
全
国
的
に
ず

ば
抜
け
て
貴
重
な
動
植
物
が
多
い

だ
け
で
は
な
く
、
遺
伝
子
資
源
の
宝

庫
で
も
あ
る
こ
と
を
知っ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
。ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ーロッパの
製

薬
会
社
が
製
造
販
売
す
る
抗
生
物

質
を
生
産
す
る
菌
株
は
、そ
の
多

く
が
赤
道
地
帯
等
の
途
上
国
の

国
々
で
採
取
し
た
バ
ク
テ
リ
ア
か
ら

生
ま
れ
た
も
の
。
近
年
、そ
の
権
利

を
巡
る
国
家
間
の
問
題
が
生
じ
てい

る
の
だ
。「
も
し
か
し
た
ら
、す
ご
い

抗
生
物
質
を
生
む
バ
ク
テ
リ
ア
が
奄

美
の
山
の
中
か
ら
採
れ
る
か
も
し
れ

な
い
。
そ
う
い
う
可
能
性
も
あ
る
わ

け
で
、
鹿
児
島
の
自
然
を
保
全
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
単
に
牧
歌
的
・

倫
理
的
な
話
で
は
な
く
、
経
済
に

も
直
結
し
てい
る
ん
で
す
」。
小
さ
な

デン
デン
ム
シ
を
見
つ
め
て
き
た
冨
山

先
生
が
教
え
て
く
れ
る
の
は
、
鹿
児

島
の
大
き
な
可
能
性
な
の
で
あ
る
。

　
鹿
児
島
の
動
植
物
は
、日
本
一
の
生

物
多
様
性
を
有
し
て
い
ま
す
。鹿
児
島

本
土
か
ら
屋
久
島
、ト
カ
ラ
列
島
、奄

美
、そ
し
て
与
論
ま
で
、南
北
６
０
０
㎞

と
い
う
長
さ
が
あ
り
、そ
の
中
に
霧
島
、

桜
島
と
い
う
火
山
地
帯
が
あ
り
、ま
た

各
島
に
も
独
自
の
発
展
を
遂
げ
て
き
た

固
有
の
生
物
相
が
あ
り
ま
す
。と
く
に

貝
類
は
種
数
も
多
く
、調
査
研
究
に
は

時
間
と
労
力
も
か
か
り
ま
す
が
、鹿
児

島
に
は
冨
山
先
生
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
、在
野
の
研
究
者
を
含

め
、多
く
の
科
学
者
の
協
力
の
も
と
に

調
査
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。レ
ッ

ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
は
、法
律
や
条
例
で
守

る
べ
き
種
を
検
討
す
る
時
の
基
礎
資

料
、ま
た
、開
発
時
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン

ト
の
基
準
と
な
る
資
料
と
し
て
活
用
さ

れ
ま
す
。日
本
の
多
様
な
生
物
相
を
守

る
た
め
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
の
で
す
。

　全
国
で
一
番
厚
い
と
い
う
鹿
児

島
県
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
の
動

物
編
で
、
と
り
わ
け
ペ
ー
ジ
が
割

か
れ
て
い
る
の
が
貝
類
（
汽
水
・

淡
水
・
陸
地
産
）
の
項
。
冨
山

先
生
は
デ
ン
デ
ン
ム
シ
を
専
門
と

す
る
生
物
学
者
と
し
て
貝
類
の
調

査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
班
長
を

務
め
て
い
る
。「
鳥
や
昆
虫
は
空

を
飛
べ
る
か
ら
世
界
共
通
の
種
が

多
い
で
す
が
、
移
動
で
き
な
い
デ

ン
デ
ン
ム
シ
は
島
や
山
に
隔
離
さ

れ
る
と
、
そ
こ
で
進
化
し
て
固
有

種
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
離
島
が
多

い
上
に
南
北
に
長
い
鹿
児
島
県

は
、
固
有
の
デ
ン
デ
ン
ム
シ
が
も

の
す
ご
く
多
い
ん
で
す
」。
全
国

に
８
０
０
種
余
の
固
有
種
が
い
る

中
で
、
約
４
０
０
種
が
鹿
児
島
県

の
も
の
だ
。「
タ
ネ
ガ
シ
マ
マ
イ
マ

イ
、
ヤ
ク
シ
マ
ゴ
マ
ガ
イ
、
サ
タ
ミ

サ
キ
ゴ
マ
ガ
イ
な
ど
、
貴
重
な
固

有
種
が
山
の
よ
う
に
い
る
ん
で
す
」

　種
が
絶
滅
に
つ
な
が
る
最
大
の

要
因
は
、
生
息
地
の
減
少
。
森
林

に
依
存
し
て
生
息
す
る
生
物
は
、

森
林
が
消
え
る
と
運
命
を
共
に
す

る
。一
回
伐
採
さ
れ
た
森
は
、
た

と
え
回
復
し
た
と
し
て
も
、
固
有

の
デ
ン
デ
ン
ム
シ
や
昆
虫
は
見
ら
れ

な
く
な
る
の
だ
。
外
来
種
も
大
き

な
脅
威
だ
。
２
０
０
７
年
に
は
指

宿
と
出
水
で
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
が

見
つ
か
り
、
冨
山
先
生
も
調
査
確

認
に
追
わ
れ
た
。
こ
の
時
は
一
年

で
根
絶
で
き
た
が
、
も
し
離
島
で

あ
れ
ば
、
外
来
種
に
よ
っ
て
固
有

種
が
あ
っ
と
い
う
間
に
滅
ぼ
さ
れ

て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
と
い
う
。

　デ
ン
デ
ン
ム
シ
を
は
じ
め
と
す
る

地
面
に
棲
む
小
さ
な
生
き
物
た
ち

が
重
要
な
の
は
、
生
態
系
の
基
本

を
担
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
冨
山
先

生
は
言
う
。「
デ
ン
デ
ン
ム
シ
に
限

ら
ず
一
つ
の
種
が
滅
び
る
と
い
う
こ

と
は
、
パ
ズ
ル
の
ピ
ー
ス
が
一
個
外

れ
て
し
ま
う
よ
う
な
も
の
で
、
そ

こ
か
ら
全
体
が
ガ
ラ
ガ
ラ
と
崩
れ

て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
と
く
に
離

島
の
場
合
は
、
構
成
し
て
い
る
ピ
ー

ス
が
少
な
い
か
ら
、一
個
抜
く
と
ド

ミ
ノ
倒
し
式
に
崩
れ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
」。
実
際
に
、
太

平
洋
の
島
々
や
小
笠
原
諸
島
で
外

来
種
そ
の
他
の
影
響
で
生
態
系
が

Scholar Interview
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動
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物
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・
鹿
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貴
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の
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鹿
児
島

遺
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資
源
大
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と
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て
の
自
覚
を

遺
伝
子
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源
大
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と
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て
の
自
覚
を

地
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と
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絆
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パ
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パ
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希少動植物の保全は
未来への責務。
県内の絶滅のおそれのある野生動植物の状況について記した「鹿児島県の絶滅のおそれ
のある野生動植物（レッドデータブック）」の初版発行から10年余が経過し、2012年度から
新たなデータに基づく調査研究及び改訂作業が進められている。その中で、冨山先生は県
希少野生動植物保護対策検討委員会の一員としてプロジェクトに携わっている。

 冨山　清升（とみやま　きよのり）
東京都立大学理学研究科博士課程生物学専攻 1991年3月修了。理学博士・東京都立大
学・1991年3月
■所属学会：Malacological Society of London、California Malacological Society、Nederlandse 
Malacologische Verening、日本生態学会、日本貝類学会、日本生物地理学会、等　■専門
分野：軟体動物を用いた生態学、行動学、保全生物学、生物地理学、分類学、自然保護　
■研究テーマ：○軟体動物の繁殖生態に関する研究○軟体動物の生活史○琉球列島の
生物地理○島嶼の保全生物○干潟の軟体動物の生態等

鹿児島県環境林務部
自然保護課

課長　長田　啓さん

Pro�le

地
域
の
研
究
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

作
り
あ
げ
る
レッ
ド
デ
ー
タ
ブッ
ク
。



鹿児島県レッドデータブック初版

島で採集された陸産貝類

与論島の
オキナワウスカワマイマイ（左）
シュリマイマイ（右）

崩
れ
て
し
ま
っ
た
例
が
あ
る
と
い

う
。「
小
笠
原
の
悲
劇
が
二
度
と

起
き
て
ほ
し
く
な
い
と
思
い
ま
す
」

　絶
滅
危
惧
種
の
研
究
に
携
わ
る

学
者
と
し
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
尋
ね

る
と
「
鹿
児
島
県
は
全
国
的
に
ず

ば
抜
け
て
貴
重
な
動
植
物
が
多
い

だ
け
で
は
な
く
、
遺
伝
子
資
源
の
宝

庫
で
も
あ
る
こ
と
を
知っ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
。ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ーロッパの
製

薬
会
社
が
製
造
販
売
す
る
抗
生
物

質
を
生
産
す
る
菌
株
は
、そ
の
多

く
が
赤
道
地
帯
等
の
途
上
国
の

国
々
で
採
取
し
た
バ
ク
テ
リ
ア
か
ら

生
ま
れ
た
も
の
。
近
年
、そ
の
権
利

を
巡
る
国
家
間
の
問
題
が
生
じ
てい

る
の
だ
。「
も
し
か
し
た
ら
、す
ご
い

抗
生
物
質
を
生
む
バ
ク
テ
リ
ア
が
奄

美
の
山
の
中
か
ら
採
れ
る
か
も
し
れ

な
い
。
そ
う
い
う
可
能
性
も
あ
る
わ

け
で
、
鹿
児
島
の
自
然
を
保
全
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
単
に
牧
歌
的
・

倫
理
的
な
話
で
は
な
く
、
経
済
に

も
直
結
し
てい
る
ん
で
す
」。
小
さ
な

デン
デン
ム
シ
を
見
つ
め
て
き
た
冨
山

先
生
が
教
え
て
く
れ
る
の
は
、
鹿
児

島
の
大
き
な
可
能
性
な
の
で
あ
る
。

　
鹿
児
島
の
動
植
物
は
、日
本
一
の
生

物
多
様
性
を
有
し
て
い
ま
す
。鹿
児
島

本
土
か
ら
屋
久
島
、ト
カ
ラ
列
島
、奄

美
、そ
し
て
与
論
ま
で
、南
北
６
０
０
㎞

と
い
う
長
さ
が
あ
り
、そ
の
中
に
霧
島
、

桜
島
と
い
う
火
山
地
帯
が
あ
り
、ま
た

各
島
に
も
独
自
の
発
展
を
遂
げ
て
き
た

固
有
の
生
物
相
が
あ
り
ま
す
。と
く
に

貝
類
は
種
数
も
多
く
、調
査
研
究
に
は

時
間
と
労
力
も
か
か
り
ま
す
が
、鹿
児

島
に
は
冨
山
先
生
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
、在
野
の
研
究
者
を
含

め
、多
く
の
科
学
者
の
協
力
の
も
と
に

調
査
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。レ
ッ

ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
は
、法
律
や
条
例
で
守

る
べ
き
種
を
検
討
す
る
時
の
基
礎
資

料
、ま
た
、開
発
時
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン

ト
の
基
準
と
な
る
資
料
と
し
て
活
用
さ

れ
ま
す
。日
本
の
多
様
な
生
物
相
を
守

る
た
め
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
の
で
す
。

　全
国
で
一
番
厚
い
と
い
う
鹿
児

島
県
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
の
動

物
編
で
、
と
り
わ
け
ペ
ー
ジ
が
割

か
れ
て
い
る
の
が
貝
類
（
汽
水
・

淡
水
・
陸
地
産
）
の
項
。
冨
山

先
生
は
デ
ン
デ
ン
ム
シ
を
専
門
と

す
る
生
物
学
者
と
し
て
貝
類
の
調

査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
班
長
を

務
め
て
い
る
。「
鳥
や
昆
虫
は
空

を
飛
べ
る
か
ら
世
界
共
通
の
種
が

多
い
で
す
が
、
移
動
で
き
な
い
デ

ン
デ
ン
ム
シ
は
島
や
山
に
隔
離
さ

れ
る
と
、
そ
こ
で
進
化
し
て
固
有

種
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
離
島
が
多

い
上
に
南
北
に
長
い
鹿
児
島
県

は
、
固
有
の
デ
ン
デ
ン
ム
シ
が
も

の
す
ご
く
多
い
ん
で
す
」。
全
国

に
８
０
０
種
余
の
固
有
種
が
い
る

中
で
、
約
４
０
０
種
が
鹿
児
島
県

の
も
の
だ
。「
タ
ネ
ガ
シ
マ
マ
イ
マ

イ
、
ヤ
ク
シ
マ
ゴ
マ
ガ
イ
、
サ
タ
ミ

サ
キ
ゴ
マ
ガ
イ
な
ど
、
貴
重
な
固

有
種
が
山
の
よ
う
に
い
る
ん
で
す
」

　種
が
絶
滅
に
つ
な
が
る
最
大
の

要
因
は
、
生
息
地
の
減
少
。
森
林

に
依
存
し
て
生
息
す
る
生
物
は
、

森
林
が
消
え
る
と
運
命
を
共
に
す

る
。一
回
伐
採
さ
れ
た
森
は
、
た

と
え
回
復
し
た
と
し
て
も
、
固
有

の
デ
ン
デ
ン
ム
シ
や
昆
虫
は
見
ら
れ

な
く
な
る
の
だ
。
外
来
種
も
大
き

な
脅
威
だ
。
２
０
０
７
年
に
は
指

宿
と
出
水
で
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
が

見
つ
か
り
、
冨
山
先
生
も
調
査
確

認
に
追
わ
れ
た
。
こ
の
時
は
一
年

で
根
絶
で
き
た
が
、
も
し
離
島
で

あ
れ
ば
、
外
来
種
に
よ
っ
て
固
有

種
が
あ
っ
と
い
う
間
に
滅
ぼ
さ
れ

て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
と
い
う
。

　デ
ン
デ
ン
ム
シ
を
は
じ
め
と
す
る

地
面
に
棲
む
小
さ
な
生
き
物
た
ち

が
重
要
な
の
は
、
生
態
系
の
基
本

を
担
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
冨
山
先

生
は
言
う
。「
デ
ン
デ
ン
ム
シ
に
限

ら
ず
一
つ
の
種
が
滅
び
る
と
い
う
こ

と
は
、
パ
ズ
ル
の
ピ
ー
ス
が
一
個
外

れ
て
し
ま
う
よ
う
な
も
の
で
、
そ

こ
か
ら
全
体
が
ガ
ラ
ガ
ラ
と
崩
れ

て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
と
く
に
離

島
の
場
合
は
、
構
成
し
て
い
る
ピ
ー

ス
が
少
な
い
か
ら
、一
個
抜
く
と
ド

ミ
ノ
倒
し
式
に
崩
れ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
」。
実
際
に
、
太

平
洋
の
島
々
や
小
笠
原
諸
島
で
外

来
種
そ
の
他
の
影
響
で
生
態
系
が

Scholar Interview

貴
重
な
動
植
物
の
宝
庫
・
鹿
児
島

貴
重
な
動
植
物
の
宝
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・
鹿
児
島

遺
伝
子
資
源
大
国
と
し
て
の
自
覚
を

遺
伝
子
資
源
大
国
と
し
て
の
自
覚
を

地
域
と
の
絆

生
態
系
を
支
え
る
パ
ズル
の
ピ
ー
ス

生
態
系
を
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る
パ
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ピ
ー
ス
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希少動植物の保全は
未来への責務。
県内の絶滅のおそれのある野生動植物の状況について記した「鹿児島県の絶滅のおそれ
のある野生動植物（レッドデータブック）」の初版発行から10年余が経過し、2012年度から
新たなデータに基づく調査研究及び改訂作業が進められている。その中で、冨山先生は県
希少野生動植物保護対策検討委員会の一員としてプロジェクトに携わっている。

 冨山　清升（とみやま　きよのり）
東京都立大学理学研究科博士課程生物学専攻 1991年3月修了。理学博士・東京都立大
学・1991年3月
■所属学会：Malacological Society of London、California Malacological Society、Nederlandse 
Malacologische Verening、日本生態学会、日本貝類学会、日本生物地理学会、等　■専門
分野：軟体動物を用いた生態学、行動学、保全生物学、生物地理学、分類学、自然保護　
■研究テーマ：○軟体動物の繁殖生態に関する研究○軟体動物の生活史○琉球列島の
生物地理○島嶼の保全生物○干潟の軟体動物の生態等

鹿児島県環境林務部
自然保護課

課長　長田　啓さん
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地
域
の
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究
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の
ネ
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ト
ワ
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ク
が
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る
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鹿大トピックス

KAGOSHIMA   UNIVERSITY  Topics 鹿大トピックス
KAGOSHIMA  UNIVERSITY   
Topics

新たな教員組織「学術研究院」を2015年4月1日に設置

　学長のリーダーシップの下、社会の変化に対応した教育研究組織づくり、教育課程の編成及び学内資源の再
配分を全学的な視点で柔軟かつ迅速に進めるため、現行の教育研究組織を教員組織と教育研究組織に分離し、
新たに学術研究院（教員組織）を設置しました。
　学術研究院は、５つの「学域」と13の「学系」からなり、学域は現在の学部・研究科等の教育研究分野に
対応した一定規模の組織を形成し、学系は学域の下に教員の専攻分野に応じた組織となっています。教員は、こ
のいずれかの学系に所属しています。
学術研究院長には学長を充て、今まで学部・研究科等ごとに所属していた教員を一元的に管理し、全学的な視
点に基づいた計画的な教員人事を行うこととしています。

県教育委員会と
教職大学院に関する協定を締結

　３月30日、鹿児島県庁において、鹿児島大学と鹿児
島県教育委員会は教職大学院に関する協定を締結し
ました。
　従前より、教育学部と鹿児島県教育委員会は連絡
協議会を開催し、県内教員の資質能力向上について
意見交換等を行ってきましたが、今回、大学改革の一
環として、大学院教育学研究科に2017年度から教職
大学院の設置を計画しており、カリキュラムや実習の在
り方など、より具体的な部分について、鹿児島県教育
委員会と組織的に取り組む必要があるため、本協定
が締結されました。
　締結式では、前田芳實鹿児島大学長と六反省一鹿
児島県教育委員会教育長が協定書に署名し、締結式
終了後に開催された記者会見では、前田学長が「より
実践的な指導力を備えた教員や確かな指導的理論と
優れた実践力・応用力を備えたスクールリーダーの養
成ができるものと思います」と抱負を述べました。

鹿児島大学法文学部
創立50周年記念式典を開催
　法文学部は、４月18日に創立50周年記念式典を
開催しました。旧制第七高等学校造士館を前身とす
る法文学部は、1965年の文理学部の改組に伴い誕
生しました。
　記念式典には、県内外から駆け付けた卒業生、
名誉教授をはじめ、教職員及び学生を含む約200名
が出席しました。前田芳實鹿児島大学長からは、「こ
れまでの歩みを振り返り未来の法文学部を展望してほ
しい」とのメッセージが送られました。
　式典後半には、学生たちによる法文学部50年の歩
みや、現在の法文学部についての発表が行われまし
た。引き続き、昭和49年卒業生の吉留真氏(元大和
証券SMBC社長)による記念講演が行われ、その後、
会場を移して祝賀会が開催され、これ迄の50年を振
り返り、これからの法文学部の発展を祈念しました。

「国際島嶼教育研究センター奄美分室」
設置記念式を開催

　４月25日、奄美群島の教育・研究の拠点として設
置した国際島嶼教育研究センター奄美分室の設置記
念式が開催され、鹿児島大学、鹿児島県、奄美群
島市町村、一般市民など約80名が参加しました。
　はじめに、前田芳實学長から「奄美群島の抱える
課題に取り組み、地域の活性化に少しでも役に立っ
ていきたい」旨の挨拶があり、河合渓国際島嶼教育
研究センター長からは「公開講座やシンポジウムを
開催し、ここでの研究成果を還元していきたい」と抱
負が述べられました。続いて、多数の来賓を代表し
て朝山毅奄美市長、鮫島秀久鹿児島県大島支庁総
務企画部長、保岡興治衆議院議員よりそれぞれ祝辞
をいただきました。
　その後、東美佐夫奄美市総務部長、高宮広土国
際島嶼教育研究センター教授より奄美分室への期待
と抱負が述べられ、引き続き、鈴木英治理工学域理
学系教授、桑原季雄法文教育学域法文学系教授に
よる記念講演が行われました。

ネパール大地震被害への義援金を贈呈
　5月28日、鹿児島大学郡元キャンパスにおいて、ネパール大地震被害への義援
金の贈呈式を行いました。
　4月のネパール大地震発生後、ネパール人留学生から被災地支援の相談を受
けた本学有志が学内への呼び掛けや学外のイベント等において募金箱を設置
したところ、教職員、学生のみならず、イベント等に参加した地域の皆様からも多
大なご協力をいただきました。

　贈呈式では、住吉文夫研究担当理事から、大学院医歯学総合研究科に在籍するネパール出身の留学生ビベック・
アリアルさんと特任研究員のマノズ・ボハラさんに、義援金の目録が手渡されました。

↑協定書を手に握手を交わす前田学長（左）と六反教育長

↑パスを授与される学生

↑挨拶を行う平井一臣法文学部長

選挙コンシェルジュ鹿児島の
説明会及び委嘱式を開催
　4月3日、郡元キャンパス学習交流プラザ前におい
て、選挙コンシェルジュ鹿児島の説明会と委嘱式が
開催されました。
　鹿児島県議会議員選挙（4月12日実施）で、若
い世代の投票率向上を図るために鹿児島市が本学の
学生14人に委嘱したもので、大学構内には期日前投
票所も設置されました。
　鹿児島市選挙管理委員会事務局の黒木潤二事務
局長の挨拶で始まった式では、啓発活動スケジュー
ルの説明、投票率の現状と選挙コンシェルジュの役
割について話がありました。続いて、鹿児島市選挙
管理委員会の安田雄一委員長から一人一人に委嘱
パスが授与され、「日本と鹿児島の未来の為には若
い世代の力が必要です。近年下がる一方の投票率、
特に20代の投票率を、同じ世代の若者が啓発活動
することによって伸ばして欲しい」と挨拶がありました。
　選挙コンシェルジュの14人は、学内外で啓発映像
の放映やチラシの配布などにより選挙前日まで投票を
呼び掛けました。

↑奄美分室前にて、左から朝山奄美市長、前田学長、河合センター長

↑住吉理事から目録を受け取る、アリアルさん
　とボハラさん



162015 Summer        KADAI JOURNAL No.19917 2015 Summer        KADAI JOURNAL No.199

鹿大トピックス

KAGOSHIMA   UNIVERSITY  Topics 鹿大トピックス
KAGOSHIMA  UNIVERSITY   
Topics

新たな教員組織「学術研究院」を2015年4月1日に設置

　学長のリーダーシップの下、社会の変化に対応した教育研究組織づくり、教育課程の編成及び学内資源の再
配分を全学的な視点で柔軟かつ迅速に進めるため、現行の教育研究組織を教員組織と教育研究組織に分離し、
新たに学術研究院（教員組織）を設置しました。
　学術研究院は、５つの「学域」と13の「学系」からなり、学域は現在の学部・研究科等の教育研究分野に
対応した一定規模の組織を形成し、学系は学域の下に教員の専攻分野に応じた組織となっています。教員は、こ
のいずれかの学系に所属しています。
学術研究院長には学長を充て、今まで学部・研究科等ごとに所属していた教員を一元的に管理し、全学的な視
点に基づいた計画的な教員人事を行うこととしています。

県教育委員会と
教職大学院に関する協定を締結

　３月30日、鹿児島県庁において、鹿児島大学と鹿児
島県教育委員会は教職大学院に関する協定を締結し
ました。
　従前より、教育学部と鹿児島県教育委員会は連絡
協議会を開催し、県内教員の資質能力向上について
意見交換等を行ってきましたが、今回、大学改革の一
環として、大学院教育学研究科に2017年度から教職
大学院の設置を計画しており、カリキュラムや実習の在
り方など、より具体的な部分について、鹿児島県教育
委員会と組織的に取り組む必要があるため、本協定
が締結されました。
　締結式では、前田芳實鹿児島大学長と六反省一鹿
児島県教育委員会教育長が協定書に署名し、締結式
終了後に開催された記者会見では、前田学長が「より
実践的な指導力を備えた教員や確かな指導的理論と
優れた実践力・応用力を備えたスクールリーダーの養
成ができるものと思います」と抱負を述べました。

鹿児島大学法文学部
創立50周年記念式典を開催
　法文学部は、４月18日に創立50周年記念式典を
開催しました。旧制第七高等学校造士館を前身とす
る法文学部は、1965年の文理学部の改組に伴い誕
生しました。
　記念式典には、県内外から駆け付けた卒業生、
名誉教授をはじめ、教職員及び学生を含む約200名
が出席しました。前田芳實鹿児島大学長からは、「こ
れまでの歩みを振り返り未来の法文学部を展望してほ
しい」とのメッセージが送られました。
　式典後半には、学生たちによる法文学部50年の歩
みや、現在の法文学部についての発表が行われまし
た。引き続き、昭和49年卒業生の吉留真氏(元大和
証券SMBC社長)による記念講演が行われ、その後、
会場を移して祝賀会が開催され、これ迄の50年を振
り返り、これからの法文学部の発展を祈念しました。

「国際島嶼教育研究センター奄美分室」
設置記念式を開催

　４月25日、奄美群島の教育・研究の拠点として設
置した国際島嶼教育研究センター奄美分室の設置記
念式が開催され、鹿児島大学、鹿児島県、奄美群
島市町村、一般市民など約80名が参加しました。
　はじめに、前田芳實学長から「奄美群島の抱える
課題に取り組み、地域の活性化に少しでも役に立っ
ていきたい」旨の挨拶があり、河合渓国際島嶼教育
研究センター長からは「公開講座やシンポジウムを
開催し、ここでの研究成果を還元していきたい」と抱
負が述べられました。続いて、多数の来賓を代表し
て朝山毅奄美市長、鮫島秀久鹿児島県大島支庁総
務企画部長、保岡興治衆議院議員よりそれぞれ祝辞
をいただきました。
　その後、東美佐夫奄美市総務部長、高宮広土国
際島嶼教育研究センター教授より奄美分室への期待
と抱負が述べられ、引き続き、鈴木英治理工学域理
学系教授、桑原季雄法文教育学域法文学系教授に
よる記念講演が行われました。

ネパール大地震被害への義援金を贈呈
　5月28日、鹿児島大学郡元キャンパスにおいて、ネパール大地震被害への義援
金の贈呈式を行いました。
　4月のネパール大地震発生後、ネパール人留学生から被災地支援の相談を受
けた本学有志が学内への呼び掛けや学外のイベント等において募金箱を設置
したところ、教職員、学生のみならず、イベント等に参加した地域の皆様からも多
大なご協力をいただきました。

　贈呈式では、住吉文夫研究担当理事から、大学院医歯学総合研究科に在籍するネパール出身の留学生ビベック・
アリアルさんと特任研究員のマノズ・ボハラさんに、義援金の目録が手渡されました。

↑協定書を手に握手を交わす前田学長（左）と六反教育長

↑パスを授与される学生

↑挨拶を行う平井一臣法文学部長

選挙コンシェルジュ鹿児島の
説明会及び委嘱式を開催
　4月3日、郡元キャンパス学習交流プラザ前におい
て、選挙コンシェルジュ鹿児島の説明会と委嘱式が
開催されました。
　鹿児島県議会議員選挙（4月12日実施）で、若
い世代の投票率向上を図るために鹿児島市が本学の
学生14人に委嘱したもので、大学構内には期日前投
票所も設置されました。
　鹿児島市選挙管理委員会事務局の黒木潤二事務
局長の挨拶で始まった式では、啓発活動スケジュー
ルの説明、投票率の現状と選挙コンシェルジュの役
割について話がありました。続いて、鹿児島市選挙
管理委員会の安田雄一委員長から一人一人に委嘱
パスが授与され、「日本と鹿児島の未来の為には若
い世代の力が必要です。近年下がる一方の投票率、
特に20代の投票率を、同じ世代の若者が啓発活動
することによって伸ばして欲しい」と挨拶がありました。
　選挙コンシェルジュの14人は、学内外で啓発映像
の放映やチラシの配布などにより選挙前日まで投票を
呼び掛けました。

↑奄美分室前にて、左から朝山奄美市長、前田学長、河合センター長

↑住吉理事から目録を受け取る、アリアルさん
　とボハラさん
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赤﨑勇先生に鹿児島大学名誉博士の称号を授与
　６月26日、鹿児島大学の前身である第七高等学校の御出身で、昨年ノーベル物理学賞を受賞された赤﨑勇名城
大学終身教授に対して、本学役職員約60名が見守る中、名誉博士の称号を授与しました。
　授与式では、授与に先立ち前田芳實学長から「本学は、赤﨑先生の優れた研究の成果による偉大なご功績に対
して、心から尊敬と感謝の気持ちをもちまして、鹿児島大学名誉博士の称号をお贈りすることができますことを、大変
名誉とするものであります」と挨拶が述べられました。
　また、授与後、赤﨑終身教授から、名誉博士称号への感謝の言葉に続き、第七高等学校の親友の一人に京都出
身者がいたことが京大に進むきっかけとなったことや、湯川秀樹博士のノーベル賞受賞に感銘を受け「誰もやってい
ないことをやろう」と決意したこと、半導体開発の黎明期における大学や産業界の諸エピソードから研究に関する話
まで、予定時間を大幅に超える貴重なお話をいただきました。

『鹿大「進取の精神」支援基金』へのご寄附のお願い

鹿児島大学学長戦略室　TEL：099-285-3101　　FAX：099-285-7034
E-mail： s-kikin@kuas.kagoshima-u.ac.jp
基金ホームページ： http://www.kagoshima-u.ac.jp/kifukin/

お問い合わせ先

　鹿児島大学は、人材育成及びイノベーション機能の更なる強化に取り組むため、広く学内外の皆様に、
学生・留学生支援、海外研修支援、研究支援及び社会連携活動支援等を目的とした鹿大「進取の精神」支
援基金への寄附金のご協力をお願いしております。
　つきましては、何卒、この趣旨にご賛同いただける皆様のご支援を賜りますようよろしくお願い申し上
げます。

↑称号記を手にする、赤﨑終身教授、前田学長 ↑挨拶を行う赤﨑終身教授

鹿児島大学OBゴルフ大会実行委員会が寄附
　６月５日、鹿児島大学OBゴルフ大会実行委員会委員長の江口正純氏（鹿児
島大学同窓会連合会会長）と同副委員長の原口一陽氏らが学長室を訪れ、第
34回OBゴルフ大会（4月19日開催）参加者から母校のために役立ててほしいと
集められた寄付金（20万円）を、前田芳實学長に贈呈しました。
　江口委員長から寄附金を手渡された前田学長は、「温かい心遣いに感謝いた
します。今年度創設しました進取の精神支援基金において、学生の教育支援の
充実などに大切に使わせていただきます」と謝辞を述べました。 ↑江口委員長（左）から前田学長への贈呈
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作物の生産、販売まで手がけて学問を社会に生かしたい！　
熱い思いを行動に変え、チャレンジし続ける“情熱小僧集団”。

何かを行う時、一緒にやっていく仲間は大切です。ですが、たとえ自分一人でも進む

勇気と行動力がなにより大事だということを、パッションボーイズのプロジェクトやサー

クル活動（かごみん）から学びました。情熱が燃えているうちに行動することを肝に銘

じています。

「勇気と行動力」

座右の銘

鹿大生
STUDENT INTERVIEW

発芽したばかりのアフリカイネ



　「大
学
で
研
究
す
る
こ
と
は
大

事
だ
け
ど
、
そ
れ
を
生
産
、
普

及
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
て
こ

そ
、
農
学
を
学
ん
だ
と
胸
を
張
っ

て
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

ん
で
す
」。
学
生
に
よ
る
農
園
経

営
を
立
ち
上
げ
た
動
機
に
つ
い
て
、

プ
ロ
ジェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
野
間
口

さ
ん
は
語
り
ま
す
。
志
を
同
じ
く

す
る
研
究
室
の
男
子
「
パ
ッ
シ
ョン

ボ
ー
イ
ズ
」
で
農
園
経
営
に
乗
り

出
し
た
の
が
昨
春
。
ア
フ
リ
カ
イ

ネ
を
使
っ
た
米
の
生
産
、
販
売
を

め
ざ
し
28
品
種
を
大
学
内
の
ほ
場

に
植
え
付
け
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
鹿
児
島
の
気
候
風
土
の
な
か
、

ア
フ
リ
カ
イ
ネ
の
栽
培
は
予
想
以

上
の
苦
戦
と
な
り
、
満
足
に
収
穫

で
き
た
の
は
３
品
種
ほ
ど
。
販
売

に
至
る
ほ
ど
の
収
量
は
あ
げ
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
経
験
を
生

か
し
、
今
年
度
は
厳
選
し
た
品
種

の
苗
を
植
え
付
け
、
こ
の
秋
に
は

収
穫
、
販
売
に
こ
ぎ
着
け
る
見

通
し
で
す
。
地
元
の
ス
ー
パ
ー
や
お

店
と
の
交
渉
な
ど
、
販
売
ル
ー
ト

の
確
保
も
学
生
た
ち
で
行
い
ま
し

た
。
ア
ツ
い
若
者
た
ち
の
思
い
が

詰
ま
っ
た
初
の
鹿
大
ブ
ラ
ン
ド
米
、

早
く
食
し
て
み
た
い
も
の
で
す
。
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作物の生産、販売まで手がけて学問を社会に生かしたい！　
熱い思いを行動に変え、チャレンジし続ける“情熱小僧集団”。

何かを行う時、一緒にやっていく仲間は大切です。ですが、たとえ自分一人でも進む

勇気と行動力がなにより大事だということを、パッションボーイズのプロジェクトやサー

クル活動（かごみん）から学びました。情熱が燃えているうちに行動することを肝に銘

じています。

「勇気と行動力」

座右の銘

鹿大生
STUDENT INTERVIEW

発芽したばかりのアフリカイネ



鹿大キャンパ
ス漫遊記

が行く！
S AT T U N ’ s  C a m p u s  S k e t c h e s

　国内有数の畜産県に位置する鹿児
島大学の獣医学教育は75年余の歴史
があります。2012年4月には山口大
学をパートナーとした全国初の共同
獣医学部を設置。世界水準の獣医学
教育の実践を目指し、深い知識と高
度な技術を備えた専門性の高い獣医
師の育成に力を注いでいます。
　共同獣医学部附属動物病院は、
犬、猫など伴侶動物の診療科だけで
はなく、全国でも類を見ない牛、
馬、豚など産業動物の診療科も備え
ています。2015年4月からは夜間診
療（急患対応）もスタート。更なる
地域貢献と、多様なケースに対応で
きる人材の輩出を目指し、日夜歩み
続けています。

鹿児島大学共同獣医学部

附属動物病院

Vol.01

　南星丸（175トン、教員学生定員16名）。中長期航海用のかごしま丸
（1,284トン、教員学生定員44名）とともに、若き水産人をはぐくむ短期航海
用の練習船です。
　司厨部が作る料理にも定評があり、軟骨カレー、手作りハンバーグ、豚骨な
ど、航海中も街の食堂顔負けの献立が提供されます。
　南星丸に乗船できるのは原則として水産学部学生及び院生ですが、余席があ
る場合には希望者の乗船も受け付けています。

今号の表紙 「ドック入渠中の南星丸」

●編集・発行／鹿児島大学広報センター
　　　　　　　〒890-8580 鹿児島市郡元一丁目21番 24号　TEL: 099-285-7035　FAX: 099-285-3854　E-mail: sbunsho@kuas.kagoshima-u.ac.jp
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就活も恋人選択も、
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研究室からSCHOLAR INTERVIEW

一冊の古文書から歴史を覗く
法文学部 丹羽 謙治 教授

希少動植物の保全は未来への責務
大学院理工学研究科 冨山 清升 准教授
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